
広報 12100 古紙配合率 100%
白色度 70％の
再生紙を使用しています。
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桑泰都日野市禅翁‘

1日野いいプラン2010特集号 I

お問い合わせは

企画調整課ヘ
市役所代表電話
TEL.042-585-1111 

日野市第4次
基本構想•基本計画

， 素

参両と協働による新阻紀プランづく

「
日
野
い
い
プ
ラ
ン
2
0
1
0
」

は
、
日
野
市
が
こ
れ
か
ら
10
年
間
、

「
ど
の
よ
う
な
ま
ち
を
目
指
し
、
ど

の
よ
う
な
仕
事
を
す
る
の
か
」
と
い

う
市
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
シ
ナ
リ

オ
で
す
。

こ
の
策
定
に
あ
た
り
、
一
般
公
募

市
民
と
市
職
員
の
約
200
人
か
ら
な
る

「
市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
」
を
発

足
。
市
民
同
士
、
あ
る
い
は
市
職
員

と
の
話
し
合
い
を
重
ね
、

2
0
1
0

年
の
日
野
市
を
目
標
と
し
た
構
想
・

計
画
つ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
今
ま
で
に
例
の
な
い
こ
と

で
す
。

こ
こ
に
、
そ
の
素
案
と
し
て
「
日

野
い
い
プ
ラ
ン
2
0
1
0
S
と
も
に

創
り
あ
げ
る
ま
ち
」
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま

す
。
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
こ

意
見
を
い
た
だ
き
、
よ
り
よ
い
構
想

・
計
画
を
策
定
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
企
画
調
整
課
）

将来都市像の 3つの目標と10の柱

正ふを
輝く尼卯

日
野
市
の
未
来
を
位
置
付
け
る
日
野
欠
陥
で
あ
る
縦
割
り
意
識
の
克
服
に
効

い
い
プ
ラ
ン

2
0
1
0
素
案
が

で

き

ま

果

が

あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
情
報
を
開

し
た

。

く

こ
と
の
大
切
さ
を
理
解
す
る
な
ど
、

公
募
に
よ
る
多
く
の
市
民
皆
様
と
、
職
員
が
一
番
変
わ
り
ま
し
た
。
彼
ら
に

自
主
的
に
参
加
し
た
若
い
職
員
と
が
長
と
っ
て
得
難
い
経
験
に
な
っ
た
こ
と
で

い
時
間
を
か
け
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
し
ょ
う
。

会
議
の
進
め
方
や
分
科
会
の
あ
り
方
な
③
市
民
と
の
協
働

ど
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
行
政
と
市
民
が
協
市
民
の
側
で
は
、
発
言
に
は
責
任
が

働
で
作
業
を
進
め
た
成
果
で
す
。
伴
う
こ
と
を
認
識
し
て
頂
き
ま
し
た
。

初
め
は
怖
が

っ
た
り
心
配
す
る
職
員

市
民
相
互
や
行
政
と
の
対
立
を
乗
り
越

が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
場
数
を
踏
み
え
て
、
同
じ
方
向
を
向
い
て
議
論
を
重

議
論
を
重
ね
る
う
ち
に
方
向
性
が
見
え
ね
ま
し
た
。
そ
し
て

一
緒
に
創
り
上
げ

て
き
ま
し
た
。
素
案

る
過
程
で
、
職
員
と

の
ま
と
め
に
向
け
て
、

み

ん

な

で

創

る

ま

ち

市
民
の
信
頼
感
が
か

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム

日

野

い

い

プ

ラ

ン

2
0
1
0
な
り
深
ま

っ
た
よ
う

と
市
の
幹
部
と
の
調

考
示
安
木

L
」

m心
ヽ
つ

で
す
。
こ
う
し
た
協

整
会
議
も
設
け

ら

れ

働

の

精

神

こ

そ

が

自

〗
〗
〗
[
t贔
》『
二[
[
[
t
i
[
[

成
果
を
ま
と
め
て
み
ま
す
と
…
そ
し
て
パ
ワ
ー
を
改
め
て
見
せ
て
頂
い

①

ゼ

ロ

か

ら

手

づ

く

り

た

感

じ

で

す

。

今

回

の

プ

ラ

ン

づ

く

り

専
門
家
に
よ
る
素
案
も
な
し
に
、

最

の
方
式
は
、
改
善
さ
れ
つ
つ
受
け
継
が

初
か
ら、

し
か
も
市
民
皆
様
の
温
も
り
れ
て
い
き
ま
す
。
相
互
信
頼
の
成
果
で

の
あ
る
計
画
づ
く
り
で
し
た
。
政
策
を
あ
り
、
行
政
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
有
り

つ
く
る
過
程
で
制
限
の
な
い
市
民
参
画
難
い
こ
と
で
す
。

と
い
う
こ
と
で
、
分
権
時
代
の
先
駆
け
さ
あ
、

21
世
紀
は
も
う
す
ぐ
で
す
。

に
な
り
う
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
民
と
行
政
の
信
頼
を
さ
ら
に
広
げ
ま

②

職

員

に

は

良

い

研

修

し

ょ

う

。

そ

し

て

新

し

い

世

紀

、

新

し

い
ず
れ
の
分
科
会
で
も
複
数
部
門
の
い
自
治
の
ま
ち
『
日
野
』
を
み
ん
な
の

職
員
が
閃
わ
り
ま
し
た
。
行
政
最
大
の
協
働
で
創
り
た
い
も
の
で
す
。

3つの目標

と
も
に
創
り
あ
げ
る
ま
ち

10の柱

1参画と協働のまちづくり
・参画・協働のまちづくりを進めよう

・市民本位の行政運営を進めよう

・議会に関心を持とう
ひのびと

2日野人・日野文化を育てるまちづくり
・日野人を育てよう

・グローバルな社会をつくろう

・日野文化を築こう

・心豊かなひのっ子を育てよう

3ふれあいのあるまちづくり
・心のふれあうコミュニティづくりを進めよう

・地域の交流の場づくりを進めよう

4対等の立場で、心のかようまちづくり
・人権尊重のまちづくり

・男女がいきいきと活動できるまちづくりを進めよう

・地域ぐるみの福祉のまちづくりを進めよう

5だれもが健やかでいられるまちづくり
・だれでも、いつまでも健康でいられるまちづくりを

進めよう

・いざ！というときのための保健・医療体制づくりを

進めよう

6住みやすいまちづくり
・住みやすい住環境づくりを進めよう

・段階的に区画整理を進めよう

7気軽に出かけられるまちづくり
・人にやさしいみちづくりを進めよう

・便利な交通システムをつくろう

8自然と人が共生するまちづくり
・循環型都市づくりを進めよう

•水辺とみどりの置かなまちづくりを進めよう

・農のあるまちづくりを進めよう

9安全で安心なまちづくり
• 安全で安心なまちづくりを進めよう

・快適で魅力のある広場づくりを進めよう

10個性と魅力と活気のあるまちづくり
・地域特性を活かした個性あるまちづくりを進めよう

．魅力とにぎわいのある拠点づくりを進めよう

．働く場のあるまちづくりを進めよう
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■つくる過程を大切にした「できごと」としての計頁であること

．巾民と＂政との協働による＂働計直づくりであること

■総合的視点と連構の視点に立った計直づくりであること
まちづくりとは何か、行政は何をし、市民は何をす

るのかなどを共に考えていく場として、日野いいプラ

ン2010の計画づくりを位置付けてきました。市民や市

職員が計画をまとめあげるだけでなく、つくる週程を

大切にした計画づくりそのものを一つの協働の「でき

こ‘と」として考えています。 この過程を大切にした取

り組みや体験こそが今後のまちづくりへの実践につな

がり、大きな意味があると考えています。

まちづくりの主役は市民です。市民・行政、共に地

域の問題の共有化を図る姿勢が必要です。行 政側も市

民と話し合い、市民の側も個人として要望を出すだけ

でなく、私人の枠を越え、地域や市全体の問題を考え

る公共的な立場からの主張、提案をしていくことが求

められます。

市民と行政とがそれぞれの立場を踏まえながら、新

しい協働関係をつくり、経験を積み重ねていくことに

より、市民と行政の協働、市民と市民の協力、関係各

課の連携によるまちづくりを進めていきます。

21世紀の日野の都市づくりにあたっては、身近な地

域のまちづくりに焦点をあてました。例えば福祉・医

療と地域コミュニティ、生涯学蓄 ；地域文化と地域教

育、まちづくり•福祉・景観と防災のつながりのよう
に、互いに有機的に結びつき相乗効果を生むような総

合的、横断的な視点と組み立てが必要であり、こうし

た行政展開を進めていきます。

参画・連携・協働でともに創りあげるまち日野

現
れ
の
基
本
構
想
・

基
本
計
画
は
、

経
済
の
高
成
長
を
前
提
に
つ
く
ら
れ
た

た
め
に
、
近
年
の
社
会
経
済
の
激
し
い

変
化
の
状
況
に
合
わ
な
く
な
り
、
市
民

生
活
に
影
評
を
及
ぽ
す
地
域
課
題
に
的

確
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ

て
き
ま
し
た
。

新
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
、
人
づ
く
り

に
は
、

本
市
を
取
り
巻
く
新
し
い
時
代

潮
流
を
的
確
に
と
ら
え
、
取
り
組
む
べ

き
課
題
に
総
合
的
に
対
応
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

・
地
方
分
権
の
推
進
（
広
域
行
政
・
合

併
を
含
め
て
）

・
持
続
．uJ
能
な
都
市
づ
く
り
（
コ
ン

パ

ク
ト
シ
テ
ィ
を
目
指
す
）

・
地
球
環
接
共
生
時
代
（
自
然
と
の
か

か
わ
り
方
の
見
直
し
）

・
少
子
化
、
高
齢
化
社
会

・
価
値
観
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様

ヒィ
•

高
度
情
報
化
時
代

・
男
女
平
等
参
画
社
会

・
規
制
緩
和
へ
の
取
り
組
み

こ
れ
か
ら
の
日
野

・
参
画
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
し
く

み
づ
く
り

・
健
全
財
政
づ
く
り

•
総
合
的
視
点
と

各
課
連
批
に
よ
る
行

政
運
営

・
地
方
分
権
へ

の
対
応

•
特
色
あ
る
開
か
れ
た学
校
づ
く
り

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
再
生

・
地
城
ぐ
る
み
の
福
祉
・
保
健
医
療
づ

く
り
の
再
構
築

・
少
子
化、

高
齢
化
へ
の
適
切
な
対
応

環
接
循
環
型、

環
境
共
生
型
ま
ち
づ

く
り

・
計
画
的
な
市
街
化
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

・
地
域
資
源
の
再
評
価
と
再
構
築

•

I
T

（
情報
技
術
）
洋
業
を
支
援
し

た
ハ
イ
テ
ク
ま
ち
づ
く
り

新
た
な
時
代
潮
流

時
代
の
変
化
に

対
応
す
る

it直
、
つ
く
り
を

つく

将来都市像～ともに創りあげるまち

■いきいきのまち

ここちいいまち

■住みいいまち
■ 

身近な生活環境が整い、防災、防

犯にも配慮された「住みいい」まち

であるとともに、住んでいる人、訪

れる人がお互いの人権を尊重し、思

いやりを持った人と人との「ここち

いい」関係を大切にしたまちづくり

を自指します。また、都市あるいは

それぞれの地域が「いきいき」とし

て、活気や魅力、個性などにあふれ

た、住みやすいまちづくりを自指し

ます。

寮心'，、,̂，・ • 
9―ーミ'.、

邸~:-9ーしく

［ l.参画と協働のまちづくり ＿＿＿ー］

-・̀；炉'―・・ぐ

市民参画と協働のまちづくりを進

めるしくみを整えます。

また、市民本位の行政運営を進め

るため、健全な市財政の確立と行政

の簡素化、効率化を進め市民にわか

りやすく、開かれた市政を推進して

いきます。

（竺ん、なこと虹砂豆造ます）
〇市民参画、市民と行政との協働を

進めていくためのしくみづくり

O NPO、市民活動団体への支援

〇市民生活の利便性の向上や行政の

効率化を進めるための行政・地域

ネットワークづくり

0行財政改革を進めるための新たな

しくみづくり

〇市民とともにわかりやすい財政の

説明書づくり

0インターネット、ケーブルテレビ

を活用した議会をもっと知るしく

みづくり

ン

を

も

働

イ

性

野

協

ポ

個

視

の

の

。
な

政

。

大

す

的

行

す

最
ま
際
•
ま

の

り

国

民

き

竺
ぃ
讐

画

J
揮

材

て

計

人

発

人

育

の

r
に

た

り

こ

は

分

え

よ

ト

十

備

に畠
（；ん＿ーな二，、 と知直めてと竺
0生涯学醤の拠点としての生涯学習

センターの開設

〇気畦にスポーツを楽しめる場とし

ての総合体育館の建設

〇他市との相互利用など利用しやす

い図書館づくり

0 「地域人材バンク制度」の創設な

ど地域で子どもを育成するしくみ

っ` くり

一渭・渭駐9-：3．ふれあいのあるまちづくり］

地域コミュニ

ティづくりの再

生が必要です。

市民が地域のこ

とを考え活動す

るしくみと地域

交流の場づくり

を推進していき

ます。

三 ；とを進めていごます）
〇地域コミュニティの核としての複

合施設の設置と地域コミュニティ

活動の推進

0プレイパークづくりや世代問交流

ができる「人」「しくみ」づくり

〇余裕教室の活用など学校を開放し

てふれあいの場づくり

、一囁園＇疇
男女平等の意識をつくり、平等に家庭と仕

事が両立できる社会を築いていきます。

また、福祉のまちづく

りのために、あらゆるサ

ポートを市民、地域、行

政がそれぞれ行っていく

必要があります。

[6.1主みやすいまちつくり］

（こんなことを進めていきます）
〇男女平等を位置付ける条例づくり

0子育て支援センターなど働きなが

ら子育てできる体制づくり

0グループホームの建設など高齢者

の自立する生活の支撲体制づくり

0高齢者や障害者も住みなれた地域

でくらせる地域ケアシステムづく

り

[5.ggg打月やかでいられる／］

いつまでも健康

でいられるため

に、予防と健康づ

くりの地域活動を

推進します。

また、健康診断

・相談等の充実を

図り、医療体制の

整備、保健医療体

制の充実を自指し

ます。

こんなことを進めていきます

〇誕生日健診など生涯にわたる健康

づくり

0開業医と市立病院の連携など地域

医療体制づくり

V ~ ^5.，≪.て
ぷ(-"::否・~ ぷ言―` 1,： 匁i

；唸

住みやすい・住み続けられるまちの良好な

住頭境づくりを巨指します。

地域ことの特性を生かし、個性ある、住み

やすいまちづくりを推進していきます。

（竺 遠ことを進めて｝泣戸!)
0まちづくり条例を制定し、市民参

画による個性ある地域づくり

〇財政状況に応じた区画整理事業の

見直し

”．気軽に出かけられる ｀ 
まちつくりし 』

丘陵地や坂道な

どの地域特性を踏

まえ、市内を移動

しやすく、だれも

が社会で活動でき

るための条件づく

りを推進します。

（こんなこと這めてーし＼ぎます）
〇市内を移動しやすい交通システム

づくり

0 トイレや休憩スペースが整備され

た道づくりなど人にやさしいバリ

アフリーのまちづくり

［8．自然と人が共生するまちづくり

地球環境、資源循環など環境共生時代に対

応していきます。

また、日野の農

業振興も含め、水

辺とみどりの豊か

なまちづくり、自

然と人が共生する

まちづくりを推進

します。

（ーこんなこと亙進めていきます）
0市民参画による「こみ処理基本計

画」の策定により、こみの減量化

・資源化を進める

0市民参画による湧水・用水里親制

度づくり

〇農家と市民の交流のための援農ボ

ランティア制度づくり

［9．安全で安心なまちづくり］

これまでの教訓

を踏まえ、災害発

生に備え、安全な

都市地域づくり、

快適で魅力のある

広場づくりを推進

します。防犯対策

について地域くる

みで対応していき

ます。

こんなことを進めていきま[)
〇防災まちづくり基本計画の策定と

それをもとにした、地域コミュニ

ティづくり

（
』

〇特徴ある公園づくりのための公園

点5、検隊の設置

蝙 iじta””-ふ̀”'ン....

駅前の商業拠点づくりや、日野市の根幹で

臼□言三
こんなことを進めていきます

〇総合的な都市政策を進める部署の

設 置

〇総合的視点に立った活気ある駅周

辺づくり

O IT （情報技術）産業をはじめと

した先進産業への支援

0日野の自然と文化を生かした

野ブランド」づくり

0ファーマーズセンターづくり

「日

I基和翫想．基和直とは1
「基本構想」とは、

21世紀における日野市

のあるべき将来都市像

を描くとともに、施策

展 開 の 某 本 的 な 考 え 方

(10の柱）を示したも

のです。

そして、基本楷想に

示さ れた10の 柱を実現

するために個別具体的

な施策とつながって

「基本計画」が形成さ

れます。

目標年次は平成22年

度 (2010年度）と しま

す。

、ニ -¥―_‘._・、ぺと

Q 問合せ先：企両調整課ff585-1111

゜‘̀ 
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計画づくりから実践に崩けて

日野いいプラン2010

I 計画づくり

11/15 

：：｀／「地域での市民・行政の参画、連携、協働」が必要！

［実践に向けて

■毎月1日・15日発行 ■発行／日野市 ■編集／企画部市長公室
〒191-8686東京都日野市神明1-12-1 
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市民と行政との協働でつくられたこのプランの実践は、

今後地域を巻き込んだ運動へと展開されていく

日
野
い
い
プ
ラ
ン

2
0

1
0
の
素
案
を
ま
と
め
る

に
あ
た
っ
て
は
、
下
の
図

に
あ
る
よ
う
に
「
市
民
対

話
集
会
」
（
市
民
、
小
・
中

学
生
）
や
「
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
」
を
行
い
、
広

く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、
公
募
に
よ
る

市
民
と
市
職
員
の
約
200
人

か
ら
な
る
「
市
民
ワ
ー
キ

ン
グ
チ
ー
ム
」
を
発
足
さ

せ
、
市
民
同
士
で
の
話
し

合
い
を
重
ね
る
と
と
も

に
、
市
の
各
部
長
に
よ
る

市
政
説
明
会
や
対
話
集
会

を
行
い
な
が
ら
、
「
市
民

提
案
」
を
ま
と
め
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
市

民
提
案
を
も
と
に
市
職
員

と
の
検
討
・
調
整
を
進
め

な
が
ら
、
日
野
市
の
置
か

れ
て
い
る
状
況
や
課
題
な

ど
を
市
民
と
行
政
で
共
有

化
す
る
よ
う
図
っ
て
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
各
部
長
か

ら
な
る
「
調
整
チ
ー
ム
」

と
の
話
し
合
い
を
重
ね、

市
民
と
行
政
の
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
と
な
る
基
本
構

想
・

基
本
計
画
を
と
も
に

つ
く創

り
あ
げ
ま
し
た
。

「
日
野
い
い
プ
ラ
ン

2
0
1
0ー

と
も
に
創
り
あ
げ
る
ま
ち
」
の
素
案

の
全
文
は
、
市
役
所
1
階
市
民
相
談

窓
口
、

4
階
企
画
調
整
課
、
七
生
支

所
、
豊
田
駅
連
絡
所
、
中
央
公
民
館
、

各
図
書
館
、
市
立
総
合
病
院
、
日
野
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http:
/＼
W
W
W
.

h
i
n
o
c
a
t
v
.n
e
.j
p＼
ー

h
i
n
o
c
i
t
y
¥
)

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
閲
覧
期
間
は

12
月
15
日
②
ま
で
で
す
。

ま
た
、
ご
意
見
は
次
の
方
法
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

0
備
え
付
け
用
紙

ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

分科会ことの話し合い

•安心分科会

・活力分科会

・ふれあい分科会

夢、希望、要望、課題・背景

市民・職員参画による市民ワーキング

チーム (6つの分科会の発足）

・うるおい分科会

・スリム分科会

・未来分科会

素
案
の
全
文
と

一
緒
に
ご
意
見
記

入
用
紙
と
回
収
箱
を
備
え
付
け
て
あ

り
ま
す

0
手
紙
、
ハ
ガ
キ
（
日
野
市
役
所
企
画

調
整
課
〒

191ー

8
6
8
6
住
所
不
要
）

O
F
A
X
1
1
5
8
1
.
2
5
1
6
 

O
E
メ
ー
ル
1
1
h
i
n
o
c
i
t
y
R
m
a
i
l
.
h

i
n
o
c
a
t
v
.n
e
.j
p
 

※
「
備
え
付
け
用
紙
」
以
外
は
郵
便

料
金
、
通
信
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

ご
意
見
は
12
月
15
日
②
（
必
着
）
ま

で
に
お
送
り
く
だ
さ
い

素
案
発
表
の
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
来

ま
せ
ん
か

▽
日
時

1111
月
19
日
（
午
後
1
時
か

ら▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

~—、----~·-

市民提案のまとめ (16の提案シート）

課題の共有化

市民・企業・行政の役割分担

「日野いいプラン2010」
ともに創りあげるまち

素案の調整とまとめ
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勺
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ぶ

鯰都日野市碑翁'

----〇市立幼稚園園児募集·…•………………• 2 

0市職員給与を公表………………•••4·5

〇こみ改革から 1カ月……………………5

0正月の縁起物・神酒口を作ろう…•7

0日野駅周辺に駐輪場オープン・…… • 8 

働
く
惜
さ
ん
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
。
フ

‘
i・ヽa

ま
た
、
利
用
者
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
利
子
補
給
や
保
証
料
の

一
部
負

担
を
行
っ
て
い
ま
す
。
必
要
書
類
等
、

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
11
産
業
振
典
課

中
小
企
業
金
融
安
定
化

特
別
保
障
制
度

平
成
13年
3
月
末
ま
で

中
小
企
業
の
方
が
新
た
な
融
資
を
利

用
で
き
る
よ
う
、
既
に
受
け
て
い
る
保

証
と
は
別
枠
で
、

信
用
保
証
協
会
の
保

証
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
国
の
制

度
で
す
。
申
し
込
み
は
、
平
成
13
年
3

月
末
ま
で
で
す
。

な
お
、
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、

●中小企業事業資金

資金の種類 貸付限度額 貸付期間 利率（年）

運転資金 1,000万円 5年以内 長期プライムレート

設備資金 1,500万円 7年以内
（長期最優遇貸出金利）

から0.3％を控除した

開業資金 1,000万円 7年以内
変動金利型（利子補給

1.5%、身体障害者4級

運転・設備併用資金 1,800万円 7年以内 以上3.0％以内）

地
域
に
密
着
し
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
を
支
え
て
い
る

中
小
の
製
造
業
や
小
売
業
。
長
引
く
景
気
の
低
迷
や
、
目

ざ
ま
し
い
技
術
革
新
な
ど
で
、
と
り
ま
く
環
境
は
大
変
厳

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
広
報
今
号
で
は
、
中
小
企
業
や

そ
こ
で
働
く
皆
さ
ん
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
制
度
を
こ
紹

介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
活
用
く
だ
さ
い
。

市
の
認
定
が
必
要
で
す
。
必
要
書
類
等
、

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
野
市
中
小
企
業
資
金

融

資

あ

っ

せ

ん

制

度

▽

問

合

せ

先

11
産
業
振
典
課

市
で
は
、
市
内
に
居
住
し
、
都
内
で

事
業
を
営
む
中
小
企
業
者
の
た
め
に
、

有
利
な
条
件
で
資
金
融
資
の
あ

っ
せ
ん

を
行

っ
て
い
ま
す

（別
表
参
照
）
。

ー＇`
 

ー

＇ , 9 

• 

94
`
1・ー

1
(

ヽ

ママ
ル
経
融
資
の
利
子
補
助

マ
ル
経
融
資
は、

国
民
生
活
金
融
公

庫
の
無
担
保

・
無
保
証
人
・
低
利
の
融

資
制
度
で
す
。
日
野
市
商
工
会
で
申
し

込
み
を
し
、
融
資
を
受
け
た
方
に
市
が

利
子
の

1
.
5
％
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

必
要
書
類
等
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
11
日
野
市
商
工
会

(6581

.
3
6
6
6
)
 

入
会
し
ま
せ
ん
か

日
野
市
勤
労
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

日
野
市
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
は
、
市
内
の
中
小
企
業
の
事
業
所

や
商
店
で
働
く
皆
さ
ん
の
福
利
厚
生
事

業
を、

国

・
都
・
市
か
ら
の
補
助
金
と

会
費
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

入
会
す
る
と
事
業
主
に
は
従
業
員
の

福
利
厚
生
の
充
実
が
図
ら
れ
、
従
業
員

に
は
共
済
給
付
や
生
活
資
金
の
貸
し
付

け
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
と
共
に
、
各
種

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業

へ
の
参
加
、

レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
利
用
が
で
き
ま
す
。

▽
対
象
11
従
業
員
300
人
以
下
の
市
内
の

事
業
所
の
事
業
主
及
び
そ
の
従
業
員
※

い
つ
で
も
入
会
で
き
ま
す

▽
主
な
事
業
11
①
生
活
安
定
事
業
（
祝

い
金

・
見
舞
金

・
弔
慰
金
の
給
付
）

②

健
康
維
持
促
進
事
業
（
人
間
ド
ッ
ク
助

成
、
郵
便
検
診
）

③
自
己
啓
発
・
余
暇

活
動
事
業
（
旅
行
、
同
好
会
な
ど
）
④

財
産
形
成
事
業
（
生
活
資
金
の
あ
っ
せ

ん
ほ
か
）

▽
費
用
11
入
会
金

1
人
300
円
、
月
会
費

1
人
400
円

▽
問
合
せ
先
1
1
H
野
市
勤
労
者
福
祉
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
多
摩
平
7
の
23
の

23
日
野
市
商
工
会
館
2
階
6
5
8
1
.
6
7

l

l
)
 ，
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市役所 代表電話

TEL.042-585-1111 第 1003号 11/15 

烹
中
込
資
格
11
①
幼
児
・
保
護
者
と

も
市
内
に
在
住
し
仕
民
登
録
を
し
て

い
る
②
幼
児
の
生
年
月

H
が
1
年
促

育
は
平
成
7
年
4
月
2
H
S
8
年
4

月

1
H
、
2
年
保
育
は
平
成

8
年

4

月

2
日
S
9
年
4
月
1
日

▽
募
集
要
項
・
中
込
用
紙
の
配
布
II

11
月

20
日
①
ま
で
幼
稚
園
と
巾
役
所

5
階
学
務
課
で
配
布

▽
提
出
書
類
11
①
入
園
中
込
粛
②
住

民
票
（
応
募
す
る
幼
児
及
び
保
談
者

が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

▽
選
考
方
法
11
健
康
診
断
と
面
接
※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

孟

込

み

1111
月

20
日
①
午
前
9
時

30
分
＼
午
後
4
時
に
入
園
を
希
望
す

る
幼
稚
園
で
※
申
し
込
み
は

1
園
と

し
ま
す

マ
入
園
料

1
1
5
千
円

▽
保
育
料
11
年
額

12
万
円

▽
そ
の
他
11
①
幼
稚
園
の
送
迎
は
保

渡
者
の
責
任
で
お
願
い
し
ま
す
②
毎

月
第
2
•

第
4

土
曜
日
は
休
園
③
第

六
幼
稚
園
に
入
園
さ
れ
る

4
歳
児

は
、
平
成

14
年

4
月
か
ら
第
五
幼
稚

●募集幼稚園一覧

園名， ＇へ~9 9所在対

言□4
三沢 175

匠 2
旭が丘2-42 

581-4124 

581-4125 

581-7127 

583-3903 

582-0432 

582-6330 

586-3770 

■平
成
13
年
度
市
立
幼
稚
園
園
児
募

集
市
立
幼
稚
園
の
園
児

(
1
年
保
育

…
5
歳
児
、

2
年
保
育
・
・
・

4
歳
児
）

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す

▽
募
集
人
数

11
別
表
の
と
お
り

．得
を

▽
支
給
額1
1
第
1
•

第
2

子
…
1

人

に
つ
き
月

5
T円
、
第
3
子
以
降
：
・

1
人
に
つ
き
月
1
万
円

▽
支
給
期
間

11
申
請
の
翌
月
分
か
ら

小
学
校
入
学
前
の

3
月
分
ま
で

▽
申
請
に
必
要
な
も
の
11
①
印
鑑
②

厚
生
・
共
済
年
金
加
入
者
は
厚
生
年

金
加
人
証
明
古
③
申
訊
者
名
義
の
預

金
通
帳
（
郵
便
局
を
除
く
）

④
平
成

12
年
1
月
1
日
以
降
の
転
入
者
は
平

成
12
年

1
月
1
日
現
在
の
住
所
地
で

発
行
さ
れ
る
平
成

12
年
度
課
税
（
所

得
）
証
明
書

▽
間
合
せ
先
11
児
童
福
祉
課
児
童
係

■お
子
さ
ん
が

4
人
以
上
い
る
方
は

多
子
世
帯
養
育
手
当
の
申
請
を

ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
方
は
、
お

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
児
童

手
当
で
所
得
が
制
限
額
以
上
の
方
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
対
象

11
次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当

す
る
方

①

18
歳
未
満

(18
歳
に
な
っ
た
年
の

年
度
末
ま
で
を
含
む
）
の
児
蛍
を

4

人
以
上
餐
育
中
②
4
人
目
以
降
の
児

窟
が
中
学
生
以
下
（
児
哨
手
当
を
受

（表1)児童手当の所得制限額表 （単位：万円）

1 国民年金加入，年金未加入者 1 厚生年金，共済年金蘭入者扶養

親族数

0人 170 268.7 361 518.7 

1人 208 323. l 399 566.3 

2人 246 375. l 437 613.9 

3人 284 422.7 475 661. 1 

4人 322 470.3 513 703.3 

園
に

5
歳
児
と
し
て
通
園
し
て
い
た

だ
き
ま
す

▽
問
合
せ
先
11
学
務
課

■児
直
手
当
の
申
請
を

S
小
学
校
入

学
前
の
児
童
に

対
象
と
な
る
方
は
、
早
め
に
市
役

所
2
階
児
童
福
祉
課
で
、
公
務
員
の

方
は
勤
務
先
で
申
請
し
て
く
だ
さ

、。＇ 
▽
対
象

11
小
学
校
人
学
前
の
児
童
を

捉
育
し
、
平
成

11
年
中
の
所
得
が
制

限
額
以
下
の
方
（
表
l
参
照
）

●
高
齢
者

(60
歳
以
上
）
向
け
儘
良

賃
貸
住
宅
入
居
者
募
集

▽
募
集
す
る
住
宅
11
さ
く
ら
ガ
ー
デ

ン
旭
が
丘
（
旭
が
丘

2
丁
H
)

▽
募
集
戸
数

1112
戸
（
家
賃
7
万
7

千
円
以
上
、
市
民
枠
あ
り
）

▽
募
集
概
要
の
配
布

1111
月
15
日
因

か
ら
高
齢
福
祉
課
な
ど
で
配
布
。
申

込
書
は
、

11
月
26
日
①
か
ら
販
売
予

定▽
申
込
期
間

1112
月

1
日
②
S
1
0
日

日▽
問
合
せ
先
11
東
京
都
住
宅
局
住
宅

け
て
い
る
・
受
け
ら
れ
る
児
童
を
除

v)
③
平
成

11
年
中
の
所
得
が
制
限

額
以
下
（
表
2
参
照
）

▽
支
給
額
11
申
請
の
翌
月
分
か
ら

4

人
目
以
降
の
対
象
児
童

1
人
に
つ
き

月
5
千
円

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

11
①
印
鑑
②

巾
請
者
名
義
の
預
金
通
帳

（
郵
便
局

を
除
く
）

③
平
成
12
年

1
月
1
日
現

在
の
住
所
地
で
発
行
さ
れ
る
平
成

12

年
度
課
税
（
所
得
）
証
明
粛

▽
問
合
せ
先
11
児
童
福
祉
課
児
童
係

（表
1
)
（表
2
)
に
つ
い
て

※
主
た
る
生
計
者
の
所
得
額
で
判

定
。
共
働
き
で
も
合
算
し
ま
せ

ん
※
表

l
¥
2
の
扶
養
親
族
数
は
、

平
成
1
1
年
中
の
人
数
で
、
控
除

対
象
配
偶
者
を
含
み
ま
す

※
表
ー

1
2
の
所
得
額
に
は
以
下

の
控
除
額
を
加
算
で
ぎ
ま
す
。

社
会
保
険
料
相
当
額
（
全
額
一

律
）
…

8
万
円
、
老
人
控
除
対

象
配
偶
者
・
老
人
扶
養
控
除
（
一

人
に
つ
き
）
…

6
万
円
、
普
通

障
害
・
寡
婦
・
寡
夫
・
勤
労
学

生
控
除
：

27
万
円
、
特
別
寡
婦

控
除
：

35
万
円
、
特
別
障
害
者

控

除

．．
 
40
万
円
、
雑
損
・
医
療

費

・
小
規
模
企
業
等
共
済
掛
金

…
控
除
相
当
額

（表2)多子世晋養育手当所得制限額表 （単位．万円）

0人 544.5 

1人 589.5 

2人 634.5 

3人 679.5 

4人 1 724.5 

※以下1人につき45万円すつ加算

計
画
課

(
6
0
3
.
5
3
2
1
.
4
9

4
7
)
／
東
京
都
防
災
・
建
築
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー

(
6
0
3
.
5
4
6

6
.
2
7
8
1
)
／
市
高
齢
福
祉
課

●
水
道
料
金
の
共
同
住
宅
扱
い

S

2
世
帯
住
宅
・
集
合
住
宅
を
管
理
さ

れ
て
い
る
方
へ

2
世
帯
住
宅
・
集
合

□
[｛`汀

で
、
次
の
要
件
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
場
合
は
申
請
を
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
水
道
料
金
の
「
共
同
住
宅
扱
い
」
の

適
用
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

こ
の
場
合
、
呼
び
径

13
ミ
ー
の
基
本
料

金

（
世
帯
数
分
必
要
で
す
）
が
適
用

と
な
り
、
料
金
が
安
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
（
水
量
が
多
く
な
る
ほ
ど
、

通
常
よ
り
割
安
に
な
り
ま
す
）
。

屑】
て

2
世
帯
住
宅
の
場
合

①
各
世
帯
ご
と
に
、
都
の
水
道
メ
ー

タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

（
水
道
メ
ー
タ
ー
は

―
つ

の
み
で
、

建
物
全
体
の
使
用
水
量
が
計
量
で
き

る
も
の
）

②
各
世
帯
ご
と
に
、
台
所

が
あ
る
こ
と
（
各
世
帯
が
機
能
的
に

独
立
し
た
住
居
で
生
活
を
営
ん
で
い

る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
）

h
集
合
住
宅
（
社
貴
寮
・
学
生
寮
・

ア
パ
ー
ト
な
ど
）
の
場
合

①
各
部
屋
ご
と
に
都
の
水
道
メ
ー
タ

ー
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
（
水

道
メ
ー
タ
ー
は

―
つ
の
み
で
、
建
物

全
体
の
使
用
水
量
が
計
量
で
き
る
こ

と）

②
各
部
屋
の
人
居
者
が
、
も
っ

ば
ら
家
事
の
用
に
水
道
を
使
用
す
る

こ
と
※
適
用
に
際
し
、
調
壺
を
し
ま

す▽
申
請
・
問
合
せ
先

11
水
道
事
務
所

水
道
業
務
課
（
多
摩
平
2
の
7
の
2

豊
田
駅
徒
歩

10
分

6
5
8
1
.
0
2
7
6
)

●
交
通
事
故
が
増
加

S
交
通
ル
ー
ル

と
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

秋
か
ら
年
末
に
か
け
、
交
通
事
故

が
増
加
し
ま
す
。
現
在
、
都
内
で
は

交
通
事
故
の
発
生
件
数
、
負
傷
者
数

と
も
前
年
よ
り
2
割
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。
特
に「
高
齢
者
の
事
故
」
「
ニ

輪
車
・
自
転
車
の
事
故
」
が
多
発
し

て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
で
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

を
守
り
、
交
通
事
故
防
止
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
年
末
ま
で
「
交
通
死
亡
事
故

抑
止
緊
急
対
策
」
を
実
施
し
て
い
ま

す。
重
点
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
及
び
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

②
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

③
夜
間
（
特
に
日
暮
れ
時
）
に
お
け

る
交
通
事
故
防
止

▽
間
合
せ
先
11
日
野
警
察
署
交
通
課

（空

5
8
6
.
o
l
l
o
)
／
市
管
理
課

■犯
罪
捜
査
に
こ
協
力
を
1
・

指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
身
の
回
り
で
「
事
件

か
も
し
れ
な
い
」
と
思
っ
た
ら

110番

を
。
ま
た
、
犯
罪
に
つ
い
て
知
っ
て
い

る
こ
と
は
、
積
極
的
に
通
報
し
、
聞
き

込
み
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

被
害
に
あ
っ
た
と
き
は
、
必
ず
届

け
出
を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

、。し▽
問
合
せ
先

11
日
野
警
察
署

(6586

.
o
l
l
o
)
 

■図
書
館
集
会
施
設
・
団
体
定
期
利

用
の
受
け
付
け

図
書
館
の
集
会
室
を
、
集
会
や
サ

ー
ク
ル
活
動
な
ど
に
利
用
で
き
る
こ

と
を
ご
存
じ
で
す
か
。
定
期
利
用
の

申
し
込
み
を
次
の
と
お
り
受
け
付
げ

ま
す
。

▽
利
用
期
間
11
来
年
4
月

1
H
＼
平

R背もたれは、座った子どもの頭を
越える高さがあるか

R横の衝撃から頭部を保護するクッ
ション（サイドサポート）は十分な
深さがあるか

Rベルトの位置や仕組みは、首に巻
きついたりしないか。バックルの
差し込みはゆるんだりしないか

0座面が高いもの［ま重` いが高くな
り、不安定になりがち

Rシートの底面積が大きい方が安定
しやすい

成
14
年
3
月
31
日

▽
実
施
図
書
館
•
利
用
時
間
1
1
中
央

図
書
館
…
①
午
前
10
時

S
午
後

0
時

30
分
②
午
後
1
時
S
4
時
30
分
③
午

後
5
時
S
9
時
／
高
幡
・
百
草
図
書

館
…
①
午
前
10
時

S
午
後

0
時
30
分

②
午
後
1
時
S
4
時
30
分

▽
対
象
11
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
が
主
佃
す
る
非
営
利

H
的
の
グ
ル

ー
プ
※
音
楽
な
ど
実
技
を
伴
う
も
の

を
除
く

マ
甲
込
期
限
・
抽
選
日

1112
月
1
日

②
※
申
込
方
法
、
抽
選
時
間
等
詳
細

は
各
館
へ
問
い
合
わ
せ
を

▽
間
合
せ
先

11
中
央
図
書
館

(6581

•
7
3
5
4
)／
高
幡
図
書
館
(
6

5
9
1
.
7
3
2
2
)
／
百
草
図
書
館

(
6

.
4
6
4
6
)
 

4
 ，
 

5
 

.
11
月
は
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強

調
月
問

家
庭
、
学
校
、
職
場
、
地
域
社
会

で
青
少
年
の
健
全
育
成
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

（
生
活
課
）

■青
色
決
算
説
明
会
・
消
費
税
等
説

明
会H

野
税
務
署
で
は
、
所
得
税
の
青

色
申
告
者
を
対
象
に
平
成

12
年
分

「
青
色
決
算
書
の
作
成
及
び
泊
費
税

等
」
の
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

了
中
央
揺
祉
セ
ン
タ
ー

▽
日
程

1112
月
11
日
①

▽
時
間
・
対
象
11
午
前
10
時
30
分

S

11
時
30
分
…
不
動
産
所
得
者
／
午
後

2
時
S
4
時
…
事
業
所
得
者

▼
J

A
東
京
み
な
み
七
生
支
店

詈
口
程
1
1
1
2
月
1
2
日
因

▽
時
間
・
対
象
11
午
後
2
時
S
4
時

…
事
業
所
得
者

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

▽
問
合
せ
先

11
日
野
税
務
署
個
人
課

税
第

1
部
門

(6
5
8
5
.
5
6
6
1
)

■新
町
地
区
保
留
地
公
売

日
野
市
新
町
士
地
区
画
整
理
事
業

（
組
合
施
行
）
区
域
内
の
保
留
地
を
、

抽
選
で
売
り
出
し
ま
す
。

孟
込
案
内
の
配
布

1111
月
20
日
①

S
1
2
月
4
日
①
に
新
町
土
地
区
画
整

理
組
合
事
務
所
で
※
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
も
配
布

｀

▽
問
合
せ
先
11
新
町
士
地
区
画
整
理

組
合
事
務
所

(
6
5
8
6
.
2
7
9
3
)

■教
育
委
員
会
定
例
会
日
程
変
更

平
成
12
年
度
日
野
市
教
育
委
員
会

第

8
回
定
例
会
は

11
月
21
日
因
に
間

催
予
定
と
な
り
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
教
育
庶
務
課

■東
京
都
青
少
年
健
全
功
労
者
表
彰

束
京
都
で
は
、
多
年
に
わ
た
り
青

少
年
を
健
全
に
育
成
す
る
た
め
尽
力

さ
れ
、
多
く
の
業
績
を
あ
げ
ら
れ
た

方
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

日
野
市
か
ら
は
次
の
方
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

0
青
少
年
健
全
育
成
功
労
者

辻
野
昌
子
氏

（
平
山
在
住
）

▽
問
合
せ
先

11
生
活
課

■市
長
の
動
き

(10
月
後
半
）

▽
1
6
¥
1
7
E
l
"
東
京
市
町
村
総
合
事

務
組
食
打
政
視
察
（
新
潟
県
）
▽

18

日
11
十

一
市
競
輪
事
業
組
合
管
理
者

副
管
理
者
会
議
（
京
王
閣
競
輪
場
）
、

今
月
6
日
・

7
日
の

2
日
間
に

わ
た
り

．、
外
部
審
査
機
関
に
よ
る

本
審
査

(
2
次
）
を
受
審
し
ま
し

た
。
先
月
の
本
審
査

(1
次
）
で

三
多
摩
地
域
廃
棄
物
広
域
処
分
組
合

理
事
会
、
多
摩
地
域
農
業
共
済
事
務

組
合
関
係
市
町
村
長
会
議
（
い
ず
れ

も
自
治
会
館
）
に
出
席
▽

20
日

11
ヶ

ニ
ア
共
和
国
・
ワ
イ
ナ
イ
ナ
選
手
表

敬
訪
問
（
庁
内
）
▽

21
日
11
日
野
市

消
費
生
活
展
・
く
ら
し
の
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
セ
レ
モ
ニ
ー
（
生
活

・
保
健

セ
ン
タ
ー
）
、
三
小
開
校
50
周
年
記
念

式
典
（
同
小
）
に
挨
拶
、

T
A
M
A

と
こ
と
ん
討
論
会
（
都
立
大
学
）
に

出
席
▽

25
日

11
三
多
摩
島
し
ょ
公
立

病
院
運
営
協
議
会
、
東
京
都
市
長
会

議
、
市
町
村
自
治
調
壺
会
評
議
員
会
、

市
町
村
総
合
事
務
組
合
定
例
会
（
い

ず
れ
も
自
治
会
館
）
に
出
席
▽

26
日

11
全
国
都
市
問
題
会
議
（
長
野
市
）

に
出
席
▽

29
日

11
日
野
市
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
連
合
協

議
会
結
成

30
周
年
記
念
ラ
リ
ー
（
仲

田
小
）
に
挨
拶
▽

31
日
11
環
境
管
理

委
員
会
、
定
例
庁
議
（
い
ず
れ
も
庁

内
）
に
出
席

は
日
野
市
で
構
築
し
た
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
が

I
S
o
l

4
0
0
ー
の
規
格
に
適
合
し
て
い

る
か
ど
う
か
の
審
壺
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
今
回
は
構
築
さ
れ
た
シ

ス
テ
ム
が
適
正
に
連
用
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
が
審
査
の
ポ
イ
ン
ト

に
な
り
ま
し
た
。

各
職
場
に
お
い
て
は
、
部
課
長

を
中
心
と
し
て
審
在
員
の
質
問
に

答
え
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り
の
運

用
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
細

か
い
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

2
日
目
の
最
後
に
は
、
審
査
員

か
ら
い
く
つ
か
の
点
に
つ
い
て
改

善
の
指
示
を
受
け
、
市
で
は
こ
れ

を
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
認

証
取
得
の
可
否
に
つ
い
て
、
判
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
環
様
保
全
課
）

閏
間
開

gB):
↓
 

一 支えあい助けあうまち 8野のまち R 



□三―
第 1003号 11/15 葦潟極凪磁脇蘊 市役所 代表電話

TEL.042-585-1111 

こ
存
じ
で
す
か

「
老
人
保
健
医
療
制
度
」

70
歳
以
上
（

一
定
の
障
害
の
あ
る

方
は
65
歳
以
上
）
の
方
が
、
医
療
機
関

で
診
療
を
受
け
る
時
は
、
老
人
保
健

法
に
よ
る
医
療
制
度
が
適
用
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
病
院
、
診
療
所
な
ど
で

診
療
を
受
け
た
時
、
一
部
負
担
金
の

支
払
い
だ
け
で
医
療
が
受
け
ら
れ
る

も
の
で
す
。
た
だ
し
、
健
康
保
険
が
適

用
さ
れ
る
医
療
費
の
範
囲
内
に
限
り

ま
す
。

【
対
象
に
な
る
方
】

70
歳
以
上
の
方
が
対
象
で
す
。
70

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
翌
月

1
日

(
1
日
生
ま
れ
の
方
は
そ
の
月
）
か

ら
老
人
保
健
に
該
当
し
ま
す
。
該
当

者
に
は
、
該
当
月
の
前
月
下
旬
に
通

知
し
ま
す
。

【
病
院
・
診
療
所
に
行
く
時
】

健
康
保
険
証
と
老
人
保
健
の
「
医

療
受
給
者
証
」
（
写
真
）
、
健
康
手

帳
を
病
院
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。s
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病
院
に
は
、
次
の

一
部
負
担
金
を

支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
通
院
の
場
合

1
1
1
日
に
つ
き
530
円

（
病
院
ご
と
に
月
4
回
を
限
度
）

▽
入
院
の
場
合

1
1
1
日
に
つ
き
1
千

200
円
と
食
事
代
760
円

【
次
の
よ
う
な
時
に
は
届
け
出
を
】

▽
転
入
し
た
時
11
転
入
し
た
日
か
ら

日
野
市
の
該
当
者
に
な
り
ま
す
。
転

入
の
際
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い

▽
障
害
認
定
の
場
合
1
1
6
5
歳
S
6
9歳

で
、
障
害
基
礎
年
金
2
級
程
度
の
障

害
の
あ
る
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

申
請
し
た
月
の
翌
月
の
1
日
か
ら
該

当
に
な
り
ま
す

▽
転
出
、
死
亡
し
た
時

11
転
出
し
た

日
、
死
亡
し
た
日
の
翌
日
か
ら
受
給

者
証
が
使
え
な
く
な
り
ま
す
。
受
給

者
証
は
必
ず
返
却
し
て
く
だ
さ
い

▽
健
康
保
険
が
変
わ
っ
た
時
11
社
会

保
険
か
ら
国
民
健
康
保
険
に
変
わ
る

な
ど
、
健
康
保
険
の
種
類
が
変
わ
っ

た
時
は
届
け
出
て
く
だ
さ
い

【
入
院
時
＿
部
負
担
金
の
減
額
】

次
の
条
件
に
該
当
す
る
方
は
、

一

部
負
担
金
減
額
認
定
が
受
け
ら
れ
ま

す
の
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
慢
性
腎
不
全
で
人
工
透
析
を
さ
れ

て
い
る
方
②
血
友
病
の
方
③
血
液
製

剤
に
よ
る
H
I
V
感
染
者
④
市
民
税

非
課
税
世
帯
に
属
す
る
老
齢
福
祉
年

金
受
給
者

【
標
準
負
担
額
の
減
額
】

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方

は
、
入
院
時
の
食
事
療
蓑
費
が
減
額

さ
れ
ま
す
。
1
日
760
円
が
650
円
に
、

入
院
期
間
が
3
カ
月
を
超
え
る
と

1

日
500
円
に
な
り
ま
す
。

【
交
通
事
故
な
ど
に
あ
っ
た
と
き
】

交
通
事
故
や
傷
害
事
件
な
ど
の
第

三
者
か
ら
受
け
た
傷
病
は
、
老
人
医

療
受
給
者
証
で
治
療
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
こ
の
場
合
は
、
必
ず
「
第
三
者

行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
届
け
出
を
も
と
に
、

被
害
者
の
治
療
費
を
市
が
加
害
者
に

請
求
し
ま
す
。

▽
間
合
せ
先

11
高
齢
福
祉
課
医
療
係

■骨
粗
し
ょ
う
症
栄
養
教
室

骨
を
丈
夫
に
し
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
11
訟
月

5
B因
午
前
10
時
S

正
午

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
と

改
善
の
た
め
の
食
生
活
、
カ
ル
シ
ウ

ム
の
多
い
食
事
の
と
り
方
の
話
、
チ

ー
ズ
入
り
白
玉
だ
ん
ご
の
調
理
・
試

食▽
定
員

1120
人
（
先
着
順
）
※
以
前

参
加
さ
れ
た
方
は
ご
遠
慮
を

▽
申
込
み
先
11
健
康
課

(6
5
8
1
.
4

l
l
l
)
 

■離
乳
食
教
室

赤
ち
ゃ
ん
が
栂
乳
や
ミ
ル
ク
以
外

の
食
品
に
慣
れ
、
食
事
の
習
慣
を
付

け
る
準
備
と
し
て
の
教
室
で
す
。

▽
日
時
1112
月
7
日
困
午
前
10
時
S

11
時
30
分

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
＂
離
乳
食
（
初
期
）
の
進
め

▽時間11午後2時S2時45分※

予防接種開始前から開始直後は

大変混雑します

▽対象11生後3カ月S7歳6カ

月未満（接種当日）で過去2回

接種していないお子さん

▽接種方法116週間以上の間隔

をあけて、ワクチンを2回飲む

▽注意11①冊子『予防接種と子

どもの健康」（生活・保健セン

ター内健康課、市役所1階市民

相談窓口、七生支所で配布）を

お読みになり、予防接種や副反

応について理解したうえで、ご

来場ください②母子健康手帳の

持参を③検温は接種会場で行

います④体調の悪い時は見合

わせ、体調の良い時に受けまし

ょう⑤車での来場はご遠慮を⑥

ひの社会教育センター、平山地

区センターにお越しの方は、ス

リッパをご用意ください

▽問合せ先11健康課(6581.4

lll) 

■個別予防接種
小・中学生を対象に、個別予

日 程 会 場

12月1日（金） 福祉支援センター

4日（月） ひの社会教育センター

5日（火） 平山地区センター

6日（水） 生活・保健センター

7日（木） ひの社会教育センター

8日（金） 福祉支援センター

11日（月） 生活・保健センター

方
の
話

・
試
食
・
身
体
計
測
（
希
望

者）▽
対
象
11
生
後
4
¥
5
カ
月
児
（
お

お
む
ね
平
成
12
年
7
月
生
ま
れ
）
と

保
護
者
※
保
護
者
の
み
の
参
加
も
可

▽
定
員
1
1
3
5
人
（
先
着
順
）

▽
持
ち
物
11
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具

▽
申
込
み
先
11
健
康
課

(
6
5
8
1
.
4

1
1
1
)
 

●
ポ
リ
オ
（
小
児
ま
ひ
）
予
防
接
珊

鸞
口
程
・
会
場
11
別
表
の
と
お
り
※

対
象
者
は
直
接
会
場
へ

。
2
日
問
設

定
し
て
あ
る
会
場
の
1
日
目
は
混
雑

し
ま
す
の
で
、

2
日
目
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

防
接
種
を
次
の
と
お
り
行

っ
て
い
ま

す
。
接
種
が
済
ん
で
い
な
い
お
子
さ

ん
は
、
す
す
ん
で
受
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

▼
二
柵
混
合
第
2
期

▽
対
象
1112
歳
S
1
3
歳
未
満
（
接
種

当
日
）
で
、

三
種
混
合
第
1
期
接
種

ま
た
は
一一
種
混
合
第
1
期
接
種
が
終

了
し
て
い
る
お
子
さ
ん

マ
日
本
脳
炎
第
2
期

▽
対
象

1110
歳
S
1
3
歳
未
満
（
接
種

当
日
）
で
、
日
本
脳
炎
第
1
期
接
種

が
終
了
し
て
い
る
お
子
さ
ん

マ
日
本
脳
炎
第
3
期

▽
対
象
1114
歳
S
1
6歳
未
満
（
接
種

当
日
）
で
、
日
本
脳
炎
第
2
期
接
種

が
終
了
し
て
い
る
お
子
さ
ん

て
風
し
ん

▽
対
象
11
14
歳
S
1
6
歳
未
満
（
接
種

当
日
）
の
お
子
さ
ん

以
上
い
ず
れ
も
＞
接
種
回
数

1
1
1

回▽
実
施
期
間

1
1
1
年
中

▽
実
施
場
所
11
問
い
合
わ
せ
を

▽
受
付
時
間
11
事
前
に
各
医
療
機
関

ヘ
確
認
し
て
く
だ
さ
い

▽
注
意

11
①
冊
子

「予
防
接
種
と
子

ど
も
の
健
康
』
（
生
活

・
保
健
セ
ン

タ
ー
内
健
康
課
、
市
役
所
1
階
市
民

相
談
窓
口
、
七
生
支
所
で
配
布
）
を

お
読
み
の
う
え
、
接
種
し
て
く
だ
さ

へ
9
歳
に

7
な
り
ま
し
だ

佐
々
木
愛
琉
ち
ゃ
ん
（
さ
さ
き
・

あ
い
る
。
平
成
11
年
11
月
1
日
午

後
3
時
27
分
生
ま
れ
。
父
・
達
真

さ
ん
、
母
香
さ
ん
。
豊
田
在
住
）

大
好
き
な
パ
パ
に
似
て
、
少
し

ひ
ょ
う
き
ん
な
し
ぐ
さ
を
す
る
愛

琉
ち
ゃ
ん
。
何
か
出
来
た
時
の
得

意
満
面
の
笑
み
が
素
敵
で
す
。
近

所
の
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん

に
囲
ま
れ
て
俵
し
い
元
気
な
子
に

い
②
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
③
検
温
は
各
医
療
機
関
で
行

い
ま
す
④
予
診
票
は
各
医
療
機
関
に

あ
り
ま
す
⑤
必
ず
保
設
者
が
同
伴
し

て
く
だ
さ
い

▽
問
合
せ
先
11
健
康
課

(6
5
8
1
.
4

1
1
1
)
 

■イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
-
]
注
意
を

毎
年
冬
に
な
る
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン

>tR`
?

突
然
の
発
熱
、
の
ど
の
痛
み
、
せ
き

で
始
ま
り
、

全
身
症
状
が
強
い
の
が

特
徴
で
す
。
次
の
点
に
心
掛
け
、
予

防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

①
流
行
期
間
中
は
人
混
み
を
さ
け
る

②
帰
宅
後
の
手
洗
い
・
う
が
い
を
心

が
け
る
③
十
分
な
栄
養
と
休
養
を
と

る
④
室
内
の
乾
媒
に
気
を
つ
け
、
適

度
の
湿
度
を
保
つ
⑤
マ
ス
ク
を
着
用

す
る
⑥
高
齢
の
方
や
呼
吸
器
・
心
臓

な
ど
に
慢
性
疾
患
を
持
つ
方
は
、
肺

炎
な
ど
重
症
に
な
る
可
能
性
が
あ
る

の
で
、
か
ぜ
の
症
状
が
出
た
ら
早
め

に
医
師
の
診
察
を
受
け
る
⑦
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受
け
る
※

は

接
種
後
に
接
種
局
所
の
発
赤
、
腫
れ
、

痛
み
、

全
身
症
状
と
し
て
発
熱
、
悪

寒
、
頭
痛
等
の
副
反
応
を
認
め
る
こ

な
っ
て
ね
。
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谷
口
由
樹
ち
ゃ
ん
（
た
に
ぐ
ち
・

ゆ
き
。
平
成
11
年

n月
1
日
午
後

3
時
生
ま
れ
。
父
・
哲
郎
さ
ん
、

母

・
恵
子
さ
ん
。
栄
町
在
住
）

t
 

8,
i
 

好
き
嫌
い
が
な
く
、
今
で
は
体

重
10
キロ
近
い
由
樹
ち
ゃ
ん
。
大
好

物
は
日
野
特
産
の
ナ
シ
と
ト
マ
ト

で
す
。
両
親
は
九
州
出
身
、
心
身

と
も
た
く
ま
し
く
（
か
わ
い
ら
し

い
日
野

っ
子
に
成
長
し
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

[-11月後期休日診療医 I
診療時間 9 : 00----12 : 00 • 13 : oo-17 : 00 

r
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ディスカウンi

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
極
め
て
ま

れ
に
、

重
篤
な
健
康
被
害
の
発
生
も

報
告
さ
れ
て
お
り
、
接
種
を
受
け
る

場
合
は
か
か
り
つ
け
の
医
師
と
よ
く

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
費
用
は
医
療

機
関
へ
問
い
合
わ
せ
を

＞
問
合
せ
先
11
健
康
課

(
6
5
8
1
.
4

1
1
1
)
 

■
―
日
人
問
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク

毎
週
火
曜
・
木
曜
日
に
市
立
総
合

病
院
で
行

っ
て
い
ま
す
。

●
一
日
人
問
ド
ッ
ク

▽
定
貝

11
各
3
人
（
予
約
制
）

▽
費
用

11
女
性

3
万
8
千
400
円、

男
性
3
万
4
千
100
円
（
消
費
税
別
）

●
脳
ド
ッ
ク

▽
定
員
11
各
2
人
（
予
約
制
）

▽
費
用
11
4
万
5
千
円
（
消
費
税
別
）

以
上
い
ず
れ
も
▽
受
付
日
時

11
午

前
8
時
30
分
＼
午
後
4
時
※
士
耀
．

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

▽
会
場
・
申
込
み
先
11
市
立
総
合
病

院

(
6
5
8
1
.
2
6
7
7
)

■多
発
性
硬
化
症
講
演
会

多
発
性
硬
化
症
で
療
挫
中
の
方
や

そ
の
家
族
、

関
心
の
あ
る
方
を
対
象

に
開
催
し
ま
す
。

＞
日
時

1111
月
30
日
困
午
後
2
時

S

3
時
30
分

▽
会
場
11
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
病
気
と
治
療
に
つ
い
て

▽
講
師
11
八
木
皓

一
氏

（
都
立
神
経

病
院
医
師
）

孟
＇
込
み

1111
月
20
日
①
ま
で
に
南

多
摩
保
健
所

(6042.371
.
7
6
6

1
)

へ

休日準夜診療所
診療日時 1土曜日曜日、祝日

19 : 30~ 22 : 30 

内科・小児科診療科目

至立川駅

日野本町 1-7-2 
合 584-1661

●救急病院11月後期宿日直予定表

場 所 場

休日歯科応急診療所
日曜日、祝日

診療日時 9:00~ 12: 00、13:00~17: 00 

（受け付けは16:00まで）

高幡308-l 
云・ im594-21l l 

（注）診療科目は変更される場合があります。事前に急患テレホンセンター
（日野消防署ff58l-0119)へ問い合わせを

a 所

病五忍-~～--～日
15 16 17 18 

（且）
20 21 22 24 25 26 27 28 29 30 

（水） （木） （金） （土） （月） （火） （水） （金） （土） （日） （月） （火） （水） （木）
外 l」¥ 外

忌^こ眼＾ 夜ヽ魔 内 外 外 泌
＝整^巨＾ 夜ヽ魔‘^外昼-“‘＾ 夜‘外ー／＇

内 外 眼 l」¥
児 児

市立総合病院 尿

整
形証整内

整
云(581)2677 形 内 器 形外外 t 

外 眼 外
科 科 科 科科 科 科 科 科科 科 科科 科 科 科 科
外 内 内 内

科^且=内^夜、g内＂、
外 内 外

昼^、内一＾ 夜ヽ内-ノ

内 内
忌^こ内＾ 夜ヽ内

外 内 外 内
花輪病院

ff(582)0061 外
蛤科、し~~リ< 科

・ 

科 科 科 科 科 科 科 科 科 科科 科 科 科 科

R 健康でいきいきとしたまちに 一一
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●昨年10月と今年10月の比較（あ ＝200t)

平成11年。乙藝渇這蘊あ編轟
10月、ヽ5藝曇己ふ藝溢巴

平成12年1邑編湛這硲
10月墨5ag[ l.670.9t 

3239.7t 

三

想灼a遁岱こ5、
嗜『蕊む

忌

平成11年
10月

平成12年
10月 三

この表から、ごみの凪が減り、資源物の旦が培えたことがよくわ
かります。これは各家庭で分別を徹底していただいたことや、ご

みを減らす工夫をしていただいたことなどが大きな成果となっ

ていると予想できます。

●市民 1人あたりのこみの量と市長宅のこみ減量の取り組み
(1日1人あたり）

(g) 

1.300 

1,200 

1,100 

1,000 

900 

800 

フロロ

600 

500 

400 

300 
1月 2月 :3月

279.9t 

4日 S月

880.5t 

6月

866.7t 

7月 ,B月

1.309 

9月 10月

家
庭
で
分
別
を
す
る
際
に
、
分
別
し

た
も
の
を
置
い
て
お
く
場
所
が
な
い
と

い
う
ご
家
庭
に
、
分
別
容
器
の
購
人
費

を
補
助
し
ま
す
（
市
内
在
住
の
方
で
1

世
帯
に
1
台
の
み
）
。

▽
補
助
金
額

11
分
別
容
器
の
消
費
税
を

含
ま
な
い
購
人
価
格
の

2
分
の
1
で、

5
千
円
を
卜
限
と
し
ま
す

▽
申
込
み

1111
月
3
0
8
中
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
。
「
家
庭
用
分
別
容

器
」
購
入
費
補
助
希
望
、
仕
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、

8
野
市
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
(
〒

191

家
庭
用
分
別
容
器
の
購
入
費

を
補
助
し
ま
す

394 

翠
リ
サ
イ
ク
ル

9
早
自
を
除
い
た
可
燃

・
不
燃
こ
み
の
含

mで
す

3
 

ーA
 

駒

こ
み
の
量
が
半
分
に

ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
が
ま
ち
か
ら
姿
を
で
は

5
2
.
7
%
（11
月
1
日
現
在
）
減

泊
し
、

10
月
か
ら
市
指
定
袋
の
購
入
に
り
ま
し
た
（
別
図
参
照
）

。
ご
協
力
あ

よ
る
新
し
い
収
集
方
式
が
ス
タ
ー
ト
し
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
し
た
c

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
お
最
初
の
1
1
2
週
間
は
収
集
が
不
恨

か
げ
さ
ま
で
、
ご
み
の
収
集
量
は
全
体
れ
な
た
め
取
り
残
し
等
が
あ
り
、
ご
迷

――――――ー――――――-―-＿―――――-＿―――ー――

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
順

調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
ご
み
ゼ
ロ
社
会
を

H
指
し
、

ご
み
減
景
が
一
時
的
な
も
の
に
な
ら
な

い
よ
う
、
「
市
民
会
議
」
な
ど
で
さ
ま

ざ
ま
な
方
策
を
提
案
し
、
実
施
し
て
い

く
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
の
さ
ら
な
る
ご

理
解
・
ご
協
JJ
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
リ
サ
イ
ク
ル
誰
進
課
）

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や

駅
の
こ
み
箱
に
家
庭
こ
み
を

入
れ
な
い
で

ご
み
収
集
方
法
の
変
更
と
同
時
に
、

コ
ン
ピ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
駅
の
ご
み

箱
に
「家
庭
ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
」

と
い
う
相
談
が
巾
に
寄
せ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
ご
み
箱

は
、
自
分
の
店
で
出
た
ご
み
を
回
収
す

る
た
め
の
も
の
で
、
家
庭
ご
み
を
人
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
家
庭
の

ご
み
は
、
ル
ー
ル
に
従
い
、
止
し
く
出

す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
c

皿
44

嘩

04

)
・

ク
ー8
 

5
 

ィ虹

6

“"`" 

今
回
は
、
ご
み
改
革
が
実
際
に
ス
タ

ー
ト
し
て
、
間
い
合
わ
せ
の
多
か
っ
た

も
の
に
つ
い
て
お
矧
ら
せ
し
ま
す
。

Q

贈
答
品
等
で
も
ら
っ
た
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
製
の
箱
は
ど
こ
に
出
し
た
ら
よ

い
で
す
か
？

A

資
源
と
し
て
再
利
用
し
ま
す
の
で

ト
レ
ー
類
の
収
集

H
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。
大
き
い
場
合
は
、
壊
し
て
必
ず
不

用
な
ポ
リ
袋
等
に
人
れ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
風
に
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
お
も

し
を
置
く
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。

せ
ん
て

い

Q

剪
定
枝
・
落
ち
栗
な
ど
を
自
分
で

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
む
場
合

の
袋
は
？

A

落
ち
菓
な
ど
を
入
れ
る
た
め
袋
を

お
使
い
に
な
る
場
合
は
、
ど
ん
な
袋
で

も
結
構
で
す
。

Q

児
・
直
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
ま
す

こみ改革

Q公
その 8

4
4
)
へ

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
補
助
が

で
き
る
力
に
は
詳
し
い
手
読
き
方
法
を

郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

1
0
0
2
2
新
井
210
の
2
6
5
8
1
.
0
4

柑
財
政
改
革
の

取
り
組
み

現
在
、
日
野
市
で
は
、
健
全
な
行
財

政
運
営
を
行
う
た
め
、
第
2
次
行
財
政

改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
市
職
員
の
給
与

水
準
や
職
員
定
数
の
適
庄
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

●
給
与
水
準

市
職

H
の
給
与
水
準
は
、

一
般
行
政

職
の
場
合
、
平
成
11
年
4
月

l
B
で
国

を
100
と
し
た
場
合
に
、

1
0
6
.
6
と
な
っ

て
お
り
、
東
京
都
27
市
で
は
5ュ
番
目
の

水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
c

市
で
は
、
給
与
の
適
正
化
を
図
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
最
近
で
は
、
平
成
12
年
度
、

13
年
度
に
昇
給
月
数
を

3
カ
月
ず
つ

（計
6
カ
月
）
延
伸
す
る
拮
置
、
旅
費

の
見
直
し
及
ぴ
期
末
手
当
の
引
き
下
げ

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
給
与
水

準
の
適
花
化
や
職
務
に
応
じ
た
給
与
制

度
の
禅
入
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
職
員
定
数

第
2
次
行
財
政
改
革
人
綱
で
は
、
職

員
定
数
を
平
成
11
年
度
か
ら

3
年
間
で

80
人
削
減
、
さ
ら
に
民
問
委
託
等
の
推

進
に
よ
り
、
平
成
20
年
度
ま
で
に
国
人

を
削
減
す
る
数
値

H
標
を
定
め
、
職
員

定
数
適
正
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

（
表
「
部
門
別
職
員
の
定
貝
状
況
」
参

召＂）。

ロ
""

況犬｀^
 員定の

-
員職"＂"-ロ日F

 

"
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立
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d_＿

円

叩

。

'

市

0
0
9
0
子

5

し
野

7

給の

7
き
歳

てもじる
応
す

に

当

人

歳

在
相

｀

責
に

1

娼
華
疇
睾
謳

や
給霜

疇〗言

容
本

｀

窯
麟
遺
螂

事
間

手
翁
鰤
轟
痣
”

仕
民

諷

料給J
‘
a

漬
扶

；；．＇
，
＼

l

」

一

ー
-
＇
晶
戸
扉

F.,＇
ー

が
、
指
定
袋
は
も
ら
え
ま
す
か
？

A

袋
の
減
免
対
象
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
児
章
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
狼
手

当
を
受
給
し
て
い
る
批
帯
で
す
の
で
、

児・
i里
手
当
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

Q

透
明
な
ト
レ
ー
は
ど
こ
に
出
し
た

ら
よ
い
で
す
か
？

A

原
則
的
に
は
不
燃
ご
み
で
す
。
た

だ
し
、
識
別
マ
ー
ク
の

6
番
が
つ
い
た

も
の
は
材
質
が
ト
レ
ー
と
同
じ
ポ
リ
ス

チ
レ
ン
で
す
の
で
ト
レ
ー
と

一
緒
に
だ

し
て
い
た
だ
い
て
結
構
で
す
。

Q

ル
ー
ル
違
反
の
ご
み
は
ど
う
す
る

の
で
す
か
？

A

分
別
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、

市
指
定
袋
で
出
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、

ど
の
よ
う
な
理
由
で
収
集
し
な
い
の
か

を
書
い
た
警
告
シ
ー
ル
を
張
り
、
収
集

し
ま
せ
ん
。
後
R
中
身
を
あ
ら
た
め
、

出
し
た
人
が
わ
か
れ
ば
そ
の
人
に
説
明

に
伺
い
ま
す
。

Q

ご
み
が
減
っ
て
い
る
様
子
が
わ
か

れ
ば
市
民
に
も
励
み
に
な
る
と
息
い
ま

す
。
ど
う
い
う
形
で
今
後
の

P
R
を
す

す
め
て
い
き
ま
す
か
？

A

ご
み
が
ど
れ
だ
け
減
っ
た
か
の
収

集
実
組
は
随
時
情
報
誌
「
エ
コ
ー
」
や

広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ご
み
を

減
ら
す
工
夫
や
ア
イ
デ
ア
等
も
紹
介
し

な
が
ら
皆
さ
ん
と
．
絣
に
ご
み
ゼ
ロ
社

会
を

H
指
し
ま
す
。

lO人 lO人 0人
183人 176人 △7人1事務事業の見直し

64人 64人 0人
376人 371人 △5刈 事務事業の見直し

96人 96人 0人
2人 2人 0人

8人 8人 0人
3人 3人 0人

135人 134人 △l刈欠員不補充

877人 864人 △13人
357人 350人 △7人1欠員不補充

l, 234人 l.214人 △20人
228人 226人 △2人建て替えに伴う業務見直し

21人 21人 0人
75人 75人 0人
324人 322人△2人

l, 558人 l,536人 △22人
（注）職員数は、一般聡に属する職員敬（教育長を含む）です。

L務
実
績
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
る
も
の
一

15,500円（医師のうち市内に住居を借り
ているものは、最高25,500円）

一通勤手当

ーその他

各年4月1日現在

一濯濯嗜晶9,,.l

日野市

2
 
3
 

日野市

通勤距離に応じて支給

実費
:- -- ， 

管理職手当等

平成 12年度 I 

市

一般行政職の等級別職員数の状況

二 560,000円
550,000円
550,000円
545,000円

市長助役及び収入役の平成ll年4月～平成13年3月の岡に支給する給料の額は、上記
の給料月額から10％の減額措芭をとっています。
市長、助役及び収入役の期末手当の支給額は、期末手当支給割合で算出した額から平成
72年度は、市長30%、助役・収入役75％の減額措面をとっています。
教育長については、収入役と同様の減額措置をとっています。

料・扶養・管理職手当の10%
職員 -" 

9,480円（平成11年度）
-でャ、 し

国

16,000円

2人まで 1人につき5,500円
その他 1人につき 2,000円
16歳～22歳の子5,000円加算

てご必

全地域を無支給地域から
12％支給地域までに指定

国

賃貸住宅の場合、最高27,000円を限度。
自己所有住宅の場合、 T,000円

国

通勤距離に応じて支給

実費(50,000円を限度）＂

［時二言ミ三[-三：［悶；悶
特殊勤務手当 著しく危険不快、不健康、その他の特殊な勤務についた時に支給されるもの

職員全体に占める手当支給職員の割合 ・ 44.9% 

↑戸□己言；喜言:iこ□育園）（注） l.特殊勤務手当の代表的な名称は、それぞれ上位 5位までを記載しました。
2.医師に支給された特殊勤務手当 ・（医師手当等）を除いた 1人当たり平均支給年額は123，7,54円です。

三員の編与を公
市職員の給与は、市議会の議決を経た給与条例や、これに基づく規則などによって定められていま

す。広報今号では、職員の給与などの状況を市民の皆さんに知っていただくとともに、市政の運営に
一層のこ理解をいただけるよう、そのあらましを公表します。 （職員課）

主

421人

58.5% 

64.6% 

6月期
12月朗
3月期

言十

2.1月
2.5月
0.5月

5.1月

昇給期間短縮の状況（一般行政職）

172人

19.3% 
注）界給期間短縮とは晋追昇給期間（適常12月）を短縮して

昇給させる措置のことをいいます。

人件費の状況（平成11仁声血逗ム＝い

2
 

2
 

164,2 
人件費には一般職に支給される給与と特別職に支給される給料 ・報酬 •手当のほか、共
済要（社会保険料の事業主負担分）等を含みますc

普通会計とは、一般会計 • 士地区画整理事業特別会計と下水道事業特別会計の一部をいいます。

職員給与費の状況（平成12年度普通会計予算）

こは、退職手当は含まれていません。
給与費は、当初予算に計上された額です。
職晨手当の主なものは、扶萎手当155 , 131 千円•時問外勒務手当158,065千円 • 管理職手当
242,618千円調整手当569,877千円などです。

職員の平均給料・平均給与月額と平均年齢の状況

‘’’̀U’9寸 ,c..珀ナ＝i，<!:）JuえたもU)U)平均月額C‘，，。
市•都の技能労務職には、国にはなし＼清掃などの業務に従事する職員も含まれています。
平成12年度から、保育士・児童厚生員等の福祉職を一般行政職から除外しています。

職員の初任給（給料）の状況
都 」

初任給採用2年後初

182.800円Il99000円I=疇言霊l置塁闊

平成12年 4月1日現在

国

給I採用2年後任

139,104円149:856円
152,800円I167,500円I(144,900)|(1569,100) 141,.900円I151,800円

）内は給与減額前の支給月額です。

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

294,018円 340,893円 395,746円

1:i;瓢誓三二三□9〗
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11年度

253,700,467円
165,385円

ご
普通退職

24.25月
32.5 
49.75 

50.0 

パ 心 3 ぶt
,9, ＾ 

国

勤勉

0.6月
0.6 

1.2・ 

都

定年等退職

38.0月

50.0 
62.7 

62.7 

普通退職

21.0月

33.75 

47.5 

60.0 

国
定年等退職

ヽ
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＼
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’̀ 
,9 
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’‘’ とと・
9ゃ

期 末

1.45月
1.75 
0.55 
3.75 

計

2.05月
2.35 
0.55 
4.95 

205万円 1 2,898万円

・定年前早期退職特例措置
(2%~20％加算）

・消防職員加算

疇 直退職時特別昇結饂刈定年等退職の場合原則 1号給、特別 2号給 I 1§号俸

（注）普通退職とは自己都合などによる退職をいい定年等退職とは、定年（原則60歳）または勧奨などによる退朦をいいます。

594万円

な

2,874万円

し
・定年前早期退職特例措置
j(2%～20％加算）
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清流は一人ひとりのおもいやり ともに手をとり うるおいのあるまちに
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市 役所代 表電話

TEL.042-585-11 l 1 ゴ組爾 第 1003号 11/15 

＊
気
功
と
軽
体
操
講
習
会

▽
日
時

1111
月
16
日
午
後
1
時
30
分

S

3
時
30
分
▽
会
場

11
生
活
・
保
健

七
ン

タ
ー
▽
対
象

11
中
高
年
▽
費
用

11
500
円
▽
問
合
せ
先

11
南
雲

(6
591

•7263

) 

＊

「
話
そ
う
、
語
ろ
う
、
子
ど
も
と

学
校
の
こ
と
」

＞
日
時

1111
月
1
8
H
午
後
7
時
S

9

時
30
分
▽
会
場

11
生
活

・
保
健
セ
ン

タ
ー
マ
内
容

11
教
育
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
交
流
▽
問
合
せ
先

11
実

行
委
員
会
事
務
局
（
松
川
6
583
.
4

7
7
3
)
 

＊
杉
野
学
園
百
草
教
室
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
公
開
講
座

▽
日
時

1111
月
19
日
午
前
10
時
30
分

S
午
後
0
時
30
分
▽
会
場

11
杉
野
学

園
百
草
教
室
▽
内
容

11
秋
植
え
球
根

を
使
っ
た
春
ま
で
楽
し
む
寄
せ
植
え

▽
費
用

11
3
千
円
（
教
材
費
）
▽
申
込

み
1111
月
18
日
ま
で
に
同
講
座
担
当

(6
0
3
.
3
4
9
1
.
8
1
5
1
)

へ

＊
連
続
講
座
「
日
野
福
祉
の
学
校
」

▽
日
時

1111
月
25
日
午
後
2
時
か
ら

▽
会
場

11
生
活

・
保
健
セ
ン
タ
ー
▽

内
容

11
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
を
通
し
た
自

立
支
援
に
つ
い
て
▽
費
用

11800
円
▽

問
合
せ
先

11
日
野
福
祉
の
学
校
事
務

局
（
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
・
内
6

8
2
.
3
1
3
6
)
 

5
 

＊
創
価
大
学
公
開
講
座

▽
日
程

・
内
容
1111
月
25
日
…
現
代

人
と
心
の
健
康
／
12
月
9
日
…
が
ん

治
療
の
新
し
い
戦
略
▽
時
間

11
午
後

2
時
S

3
時
30
分
▽
会
場

11
八
王
子

市
学
園
都
市
セ
ン
タ

ー
※
申
し
込

み
不
要
、
直
接
会
場
へ
▽
問
合
せ
先

11
創
価
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー

(6
0
4
2
6
.
9
1
.
9
3
3

l
)
 

＊
日
進
会
折
り
紙
講
習
会

▽
日
時

1111
月
2
6
日
午
後
2
時
S
4

時
▽
会
場1
1
勤
労

•

青
年
会
館
▽
費

用
11500
円
（
材
料
費
）
▽
持
ち
物

11
の

り
、
は
さ
み
、
セ
ロ
テ
ー
プ
ほ
か
▽
問

合
せ
先

11
皆
川
(6
5
8
1
.
6
4
1
7
)

＊
連
続
講
座
「
日
野
の
町
を
語
る
」

▽
日
時

1111
月
2
6
日
午
後
1
時
30
分

S
4
時
▽
会
場

11
生
活
・
保
健
セ
ン

タ
ー
▽
内
容

11
財
政
問
題
ほ
か
▽
講

帥

11
窪
田
之
喜
氏
▽
費
用

11
300
円
▽

問
合
せ
先

11
日
野
の
歴
史
と
地
理
を

学
ぶ
会
（
松
尾

6
5
9
1
.
2
5
6
6
)

＊
ミ
―
＿
ジ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

S
里
山
管
理

の
経
験
者
を
招
い
て

▽
日
時

1111
月
2
6
日
午
後
1
時
30
分

S

4
時
30
分
▽
会
場

11
生
活
・
保
健

セ
ン
タ
ー
▽
講
師

11
内
城
道
興
氏
ほ

か
▽
費
用

11500
円
（
資
料
代
）
▽
問

合
せ
先

11
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ

ー
ラ
ム

・
ひ
の
（
中
尾
6
5
9
3
.
8
7
9
7
)

＊
大
学
サ
ミ
ッ
ト
多
摩
2
0
0
0

「
大
学
の
挑
戦
多
摩
の
未
来
を
創

る
1.」

▽
日
時

1112
月
2
日
午
後
1
時
＼
5

時
▽
会
場

11
中
央
大
学
八
王
子
校
舎

▽
内
容
＂
パ
ネ
リ
ス
ト
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
意
見
交
換
▽
問
合

せ
先

11
同
実
行
委
員
会
事
務
局
（
中

央
大
学
学
長
室

・
柏
木

6
0
4
2
6

1
8
1
5
2
2
2
9
 

璽
28

心
nio202727

鸞
26

1
8
5
 

1
1
2
 

4
 

●「みんなのメモ帳」の締め切り日
12月15日号・・11月27日
1月1日号…12月8日

政治・宗教・営利に関するものは掲載できません。
市主催のものではありませんので、内容の確認は当
事者間で。なお、掲載後に苦情のあったものは、今
後の掲載を見合わさせていただきます。
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＊
都
立
片
倉
高
校
公
開
講
座
「
ガ
ラ

ス
工
芸
」

▽
日
時

1112
月
9
H
.
1
0
日
・
1
7
日

.23
日

・
24
日
午
前
9
時
＼
午
後
4

時
▽
会
場

11
同
校
▽
対
象
11
全
日
程

参
加
で
き
る
成
人
10
人
▽
費
用

1
1
1

万
円
（
受
講
料
、
材
料
費
）
▽
申
込

み
1111
月
20
日
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
衷
面
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
、
返
信

用
表
面
に
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、

都
立
片
倉
高
校
公
開
講
座
担
当
（
〒

1
9
2
1
0
9
1
4
八
王
子
市
片
倉
町
ー

6
4
3
6
0
4
2
6
.
3
5
.
3
6
2
 

l
)

へ

＊
都
立
八
王
子
東
養
護
学
校
公
開
講

座
「
子
ど
も
と
楽
し
く
遊
べ
る
教
材

作
り
」

▽
日
時

1
1
1
月
13
日

・
20
日
・

27
日

午
前
9
時
30
分
S
午
後
0
時
30
分
※

20
日
は
午
後
1
時
S

5
時
▽
定
員

11

20
人
▽
費
用

1
1
1
千
円
、
別
途
材
料

費
▽
申
込
み

1111
月
30
日
（
必
着）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏

面
に
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
、
返
信
用
表
面
に
住
所
、

氏
名
を
記
入
し
、
都
立
八
王
子
東
蓑

護
学
校
(
〒
1
9
2
1
0
0
3
2
八
王
子

市
石
川
町
3
2
4
6
の
1
6
0
4
2

6
.
4
6
.
8
1
2
0
)

へ

＊
秋
の
講
演
会
「
カ
ナ
ダ
に
学
ぶ
子

育
て
ス
タ
イ
ル
」

▽
日
時

1111
月
25
日
午
後
6
時
30
分

ー
8
時
▽
会
場

11
ひ
の
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー
▽
内
容

11
地
域
か
ら
生
ま
れ

る
支
え
あ
い
の
子
育
て
▽
講
師

11
伊

志
嶺
美
津
子
氏
（
小
出
ま
み
共
同
研

究
者
）
▽
費
用

11
500
円
▽
問
合
せ
先

11
日
野
市
保
育
問
題
協
議
会
（
堤
崎

6
582
.
2
8
3
3
夜
間
）

＊
高
幡
不
動
尊
麿
史
講
演
会

▽
日
時

1111
月
25
日
午
後
1
時
30
分

か
ら
▽
会
場
11
高
幡
不
動
葬
▽
内
容

11
川
澄
祐
勝
氏
（
高
幡
不
動
尊
貰
主
）

の
講
演
「
丈
六
不
動
三
尊
造
立
の

謎
」
、
村
上
直
氏
（
法
政
大
学
名
誉
教

授
）
の
講
演
「
江
戸
時
代
の
高
幡
不

動
尊
と
地
域
社
会
」
▽
定
員

11
200
人

I 

} | 

！ 
: I 

,!I 

（
先
着
順
）
※
申
し
込
み
を
▽
問
合

せ
先

11
同
講
演
会
事
務
局
（
黒
川
6

591
.
0
0
3
2
)
 

＊
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▽
日
時

1111
月
18
日

・
19
日
午
前
10

時
S
午
後
3
時
▽
会
場

11
日
野
市
虹

の
家
（
新
町
1
丁
目
）
▽
内
容
＂
手
作

り
品
販
売
、
バ
ザ
ー
、
ス
ピ
ー
ド
＜

じ
ほ
か
▽
問
合
せ
先

11
虹
の
家

(
6

回

5
8
7
.
2
9
3
7
)

＊
霜
月
11
月
東
部
ふ
れ
あ
い
寄
席

▽
日
時

H
n月
2
6
日
午
後
2
時
か
ら

▽
会
場

11
東
部
会
館
▽
出
演

11
花
の

家
小
夢
ほ
か
▽
問
合
せ
先
11
日
野
古

典
芸
能
を
楽
し
む
会
（
片
山

6
584
.

9
9
1
6
)
 

＊
相
続
・
遺
言
書
に
関
す
る
電
話
無

料
相
談

▽
日
時

1111
月
15
日

・
1
7
日

・
18
日

午
前
9
時
S
午
後
6
時
▽
相
談
電
話

1
1
0
4
2
6
.
4
8
.
8
1
8
0
（小
原）

＊
日
野
市
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
連
合
会

秋
の
モ
デ
ル
撮
影
会

▽
日
時

1111
月
25
日
午
前
10
時
ー
午

後
3
時
※
雨
天
順
延
▽
会
場

11
平
山

城
址
公
園
、
東
京
薬
科
大
学
構
内
※

午
前
9
時
30
分
に
平
山
城
址
公
園
駐

車
場
で
受
け
付
け
▽
費
用

1
1
2
千
円

▽
問
合
せ
先

11
吉
田

(6
581
.
2
4

0
7
夜
間
）

＊
肝
炎
治
療
な
ん
で
も
相
談
会

▽
日
時

1111
月
2
6
日
午
後
1
時
30
分

か
ら
▽
会
場

11
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
相
談
医

11
土
方
英
史
氏
（
士
方
ク

リ
ニ
ッ
ク
院
長
）
▽
問
合
せ
先
1
1
8

野
市
肝
臓
病
友
の
会
（
赤
塚
6
585.

1
7
2
3
)
 

＊
あ
い
あ
む
2
号
店
か
ら

了
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

▽
日
時

1111

月
2
6
日
午
前
10
時
ー
午
後
1
時
※
雨

天
中
止
▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン

タ
ー
前
庭
▽
費
用

11
参
加
費
1
千
800

円
、
賛
同
支
援
金

▼
―
つ
き
う
き
手
芸

教
室

▽
日
時

1111
月
30
日
午
前
10
時

ー
正
午
▽
会
場
11
女
性
セ
ン
タ
ー
▽

内
容

11
マ
カ
ロ
ニ

x
,
m
a
s
リ
ー

ス
▽
費
用

1
1
1
千
600
円
（
材
料
費
）

▽
申
込
み
先
11
あ
い

あ
む

2
号
店

(6
0
7
0
.
6
6
5
7
.
2
9
5
2
)
 

＊
バ
ザ
ー
に
物
品
提
供
を

▽
来
年
1
月
28
日
に
か
ざ
ぐ
る
ま
の

家
で
開
催
さ
れ
る
バ
ザ
ー
に
物
品

（
大
型
の
家
具

・
電
気
製
品
は
除
く
）

の
提
供
を
。
取
り
に
伺
い
ま
す
▽
問

合
せ
先

11
か
ざ
ぐ
る
ま
の
家

(6
593

•2306) 
＊
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

マ
秋
ま
つ
り
バ
ザ
ー

▽
日
時

1111
月

1
9
B
午
前
10
時
S
午
後
2
時
▼
チ
ャ

リ
テ
ィ
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ

宮
日
時

11

11
月
1
9
B
午
後
7
時
S

9
時
烹
親
子

ふ
れ
あ
い
体
操
「
こ
ぐ
ま
ち
ゃ
ん
」

▽
H
時
1111
月
16
日
S
1
2
月
21
日
の

木
曜
日
午
前
9
時
30
分
S
1
0
時
20
分

▽
対
象

1
1
1
歳
S
2
歳
未
満
児
親
子

て
手
作
り
ク
リ
ス
マ
ス
作
品
＿
日
講

習
会
①
シ
ャ
ド
ー
ポ
ッ
ク
ス

▽
日
時

"
1
1
月
28
日
午
前
9
時
30
分
S
正
午

ま
た
は
午
後
7
時
S

9
時
30
分
②
ポ

タ
リ
ー
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ

▽
日
時
11

11
月
22
日
午
後
7
時
S

9
時
ま
た
は

28
日
午
前
10
時
S
正
午
▼
塵
絵
基
碑

講
座
ァ
冬
休
み
子
ど
も
ス
キ
ー
ス
ク

ー
ル
て
坂
東
札
所
巡
り
9
番

Sll蓄

了
コ
ン
サ
ー
ト
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
▼
「
高
水
山
―
―
-
」

忠
犀
エ
ン
ジ
ョ
イ
ハ
イ
キ
ン
ク
▼

中
高
年
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
キ
ー
i
n
ザ

ウ
ス
烹
北
海
道
物
産
予
約
受
付
中
※

費
用
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

以
上
、
明
記
の
な
い
も
の
▽
会
場

・
問
合
せ
先
11
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー

(6
5
8
2
.
3
1
3
6
)

＊
浅
川
冬
鳥
探
鳥
会

▽
日
時

1112
月
10
日
午
前
8
時
S
l
l

時
※
雨
天
中
止
。
南
乎
駅
集
合
▽
会

場
11
一
番
橋
ー
長
沼
橋
▽
費
用

11
200

円
▽
持
ち
物

11
双
眼
鏡
、
筆
記
用
具
、

雨
具
、
防
寒
具
▽
問
合
せ
先
11
八
王

子
カ
ワ
セ
ミ
会
（
門
口

6
0
4
2
6

.
3
5
.
6
8
8
6
午
後
7
時
以
降
）

＊
草
木
を
訪
ね
る
会

▽
日
時

1111
月
28
日
午
前
10
時
に
高

尾
山
か
す
み
台
集
合
※
小
雨
実
施
▽

定
員
1115
人
▽
費
用

11
200
円
▽
持
ち

＊
地
域
ミ
ニ
テ
ニ
ス
教
室

▽
日
時
I
I
n
月
23
日
午
前
10
時

s
w

午
※

9
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
▽
会

場
11
仲
田
小
体
育
館
▽
対
象
11
初
心

者
▽
持
ち
物
11
上
履
き
▽
問
合
せ
先

11
日
野
市
ミ

ニ
テ
ニ

ス
連
盟
（
伊
達

6
5
8
1
.
8
8
0
0
)
 

＊
l
-
l
-

ー
テ
ニ
ス
レ
デ
ィ
ー
ス
大
会

▽
日
時

1112
月
1
日
午
前
9
時
S
正

午
▽
会
場
11
南
平
体
育
館
※
当
日
参

加
可
▽
対
象
11
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
▽
費
用

11500
円
（
保
険
料
含

む
）
▽
問
合
せ
先
11
ミ
ニ
テ
ニ
ス
協

会
（
五
十
嵐

6
5
9
2
.
5
6
8
2
)

＊
サ
ッ
カ
ー
審
判
員
4
級
更
新
講
習

会▽
日
時

1112
月
3
日
午
前
9
時
S
正

午
※
8
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
▽
会

場
11
市
民
の
森
陸
上
競
技
場
会
議
室

▽
対
象

11
平
成
11
年
9
月
S
1
2
月
に

資
格
を
取
得
し
た
4
級
審
判
員
▽
定

員
1
1
6
0
人
（
先
着
順
）
※
当
日
受
け
付

け
▽
費
用

1
1
3
千
5
百
円
▽
持
ち
物

11
審
刊
手
帳
、
筆
記
用
具
、
最
新
競

技
規
則
▽
問
合
せ
先
11
日
野
市
サ
ッ

カ
ー
連
盟
（
長
堀
6
5
9
2
.
0
8
5
2
)

＊
日
野
市
チ
ー
ム

111勝
卓
球
大
会

▽
日
時

11
12
月
10
日
午
前
9
時
か
ら

▽
会
場

11
南
平
体
育
館
▽
種
目

11
男

女
別
団
体
戦
▽
対
象

11
市
内
在
住

・

在
勤

・
在
学
者
、
連
盟
会
員
▽
費
用

11
4
千
円
※
会
員
チ
ー
ム
は
3
千
200

円
▽
申
込
み

1111
月
27
日
ま
で
に
現

金
を
添
え
て、
三
澤
佳
紀
(
〒

191_o

0
3
4
落
川
184
の
4
6
5
9
1
.
6
5
2

4
夜
間
）
へ
郵
送

＊

「
東
京
都
七
生
揺
祉
園
」
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集

ご
竹
取
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▽
日
時
11

12
月
6
日
午
前
9
時
＼
午
後
3
時
※

同
園
に
集
合
。
保
食
は
園
で
用
意
し

ま
す
。
雨
天
の
場
合
、

13
日
▽
定
貝

11
5
人
て
日
常
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▽
月

1
¥
2
回
知
的
障
害
者
個
人
と
継
続

物
11
昼
食
、
水
筒
、
雨
具
▽
問
合
せ

く
ず

先

11
葛
野
(6
5
8
1
.
4
0
4
7
)

的
に
関
わ
っ
て
話
相
手
を
し
た
り、

一
緒
に
外
出
し
て
い
た
だ
け
る
方
、

知
的
障
害
児
と
土
曜

・
日
曜
日
に

緒
に
遊
ん
で
い
た
だ
け
る
方
▽
問
合

せ
先

11
同
園
（
中
井
6
5
9
1
.
0
0
4

9
)
 

＊
地
球
＿
周
船
の
旅
ス
ケ
ッ
チ
展

▽
日
時

11
11
月
30
日
ま
で
の
午
前
10

時
S
午
後
5
時
▽
会
場

11
小
さ
な
あ

と
り
え
（
多
摩
平
6
丁
目
）
▽
内
容

11
地
球

一
周
船
の
旅
記
録
戸
叶
勝
人

作
品
135
点
▽
問
合
せ
先

11
照
沼
（
｛

8
1
.
1
6
5
5
)
 

5
 

＊
つ
き
じ
窯
作
陶
展

▽
日
時

1111
月
14
日
S
1
9
日
午
前
10

時
S
午
後
6
時
※

19
日
は
午
後
5
時

ま
で
▽
会
場
11
と
よ
だ
市
民
ギ
ャ

ラ

リ
ー
▽
間
合
せ
先

11
つ
き
じ
窯

(
6

5
8
7
.
5
0
0
3
)
 

＊
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ

「
叢
後
の
晩
麟
」
パ
ネ
ル
展
示

▽
日
時

1111
月
22
日
ま
で
の
正
午

s

午
後
3
時
※
土
曜

・
日
曜
日
を
除
く

▽
会
場
11
実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念

館
▽
問
合
せ
先

11
香
雪
記
念
資
料
館

準
備
室

(6
5
8
5
.
8
8
7
3
)

＊
行
進
曲
愛
好
会

詈
口
時

1111
月
2
6
日
午
後
1
時
30
分

S
4
時
▽
会
場
11
中
央
公
民
館
▽
内

容
11
ド
イ
ツ
第
3
帝
国
の
マ

ー
チ
集

と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
マ
ー
チ
ビ
デ
オ
鑑

賞
▽
費
用

11500
円
▽
問
合
せ
先
＂
水

越

(
6
5
8
1
.
0
1
6
2
)

＊

「
虹
の
会
」
絵
画
作
品
展

▽
日
時

1111
月
28
日
S
1
2
月
3

H
午

前
10
時
S
午
後
5
時
※

12
月
3
日
は

午
後
4
時
ま
で

▽
会
場
11
と
よ
だ
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
問
合
せ
先

11
鹿
野

(6
5
9
1
.
1
7
1
7
)
 

＊
オ
カ
リ
ナ
演
奏
発
表
会

▽
日
時

1111
月
28
日
午
後
1
時
S

3

時
▽
会
場
11
七
生
公
会
堂
▽
問
合
せ

先

11
石
渡

(6592
.
7
2
6
0
)

＊
日
野
市
障
害
者
美
術
展

▽
日
時

11
12
月
1
日
S

3
日
午
前
10

時
S
午
後
6
時
※

3
日
は
午
後
3
時

ま
で
▽
会
場
11
市
民
会
館
展
示
室
▽

内
容
11
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
、

書
道
ほ

か
▽
問
合
せ
先

11
中
村

(6
5
9
2
.
3

4
0
9
)
 

＊
中
大
コ
ン
サ
ー
ト
「

J
A
z
z

R
o
o
T
S」

▽
日
時

1112
月
7
日
午
後
6
時
か
ら

▽
会
場

11
中
央
大
学
八
王
子
校
舎
▽

申
込
み

1111
月
30
日
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏

面
に
人
数

(
1
通
2
人
ま
で
）
、
住
所
、

氏
名
、

電
話
番
号
を
、
返
信
用
表
面

に
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
中
央
大

学
学
生
部
学
生
課
中
大
コ
ン
サ
ー
ト

係
(
〒

1
9
2
_
0
3
9
3
八
王
子
市
東

中
野
742
の
1
6
0
4
2
6
.
7
4
.
3

4
7
1
)

へ

＊
女
声
合
唱
団
「
菜
の
花
」
チ
ャ
ペ

ル
コ
ン
サ
ー
ト

▽
日
時

1112
月
16
日
午
後
7
時
か
ら

▽
会
場
11
グ
ラ
ン
ド
・
ビ
ク
ト
リ
ア

（
八
王
子
ホ
テ
ル
・

ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン

ド
内
）
▽
曲
目

11
フ
ォ
ー
レ
・
小
ミ

サ
曲
、
ク
リ
ス
マ
ス
メ
ド
レ
ー
ほ
か

▽
申
込
み
先

11
天
野

(6
5
8
3
.
3
0

4
2
)
 

＊
二
胡
サ
ー
ク
ル

▽
毎
月
第
2
土
曜
日
午
前
10
時
S
正

午
に
中
央
公
民
館
な
ど
で
▽
費
用
11

月
3
千
円
※
程
農
化
氏
指
導
あ
り
。

初
心
者
歓
迎

▽
間
合
せ
先

11
白
士

(6593
.
3
7
0
4
午
前
中
）

＊
社
交
ダ
ン
ス
「
ス
イ
ン
グ
日
野
」

▽
毎
週
木
曜
日
午
後
6
時
45
分
S

8

時
45
分
に
五
小
な
ど
で
▽
対
象
11
中

級
程
度
の
方
▽
費
用

11
入
会
金
1
千

円
、
月
3
千
500
円
※
指
導
あ
り
▽
問

合
せ
先

11
宮
崎

(
6
5
8
1
.
4
3
4

8
)
 

＊
ふ
れ
あ
い
陶
房
（
陶
芸
）

▽
師
週
火
曜

S
木
曜
日
と
士
曜

8
に

会
員
宅
（
万
願
寺
）
で
▽
定
員
11
各

日
若
十
人
▽
持
ち
物

11
ふ
き
ん
、
エ

プ
ロ
ン
※
費
用
等
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
を

▽
問
合
せ
先
＂
閃

(
6
5
8
3
.
4

4
5
9
)
 

＊
日
野
市
ギ
タ
ー
・
サ
ー
ク
ル

▽
毎
月
第2
•

第
4
士
曜
日
午
前1
0

時
30
分
S
正
午
に
生
活

・
保
健
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
▽
対
象
＂
経
験
者
▽
費

用
11
月
1
千
800
円
▽
問
合
せ
先
II

清
水

(6
5
9
1
.
2
8
0
0
)

一 ともに手をとり 炒のあるまちに

゜
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神
酒
LI
と
は
正
月
飾
り
の
縁
起
物

で
、
神
棚
の
神
洒
徳
利
に
差
す
も
の
。

多
摩
地
域
で
は
竹
で
作
っ
た
神
洒
口

が
多
く
見
ら
れ
、
細
く
割
い
た
竹

を
折
り
曲
げ
た
そ
の
造
形
美
は
、
日
～

る
者
を
魅
了
し
ま
す
。
今
回
は
、
こ

の
神
酒
口
を
作
り
続
げ
て
き
た
荻
野

勇
氏
を
講
師
に
迎
え
、
詞
氏
の
熟
練

の
技
を
見
学
し
、
明
賀
と
呼
ば
れ
る

神
酒
口
作
り
に
挑
戦
し
ま
す
。

▽
日
時
1111
月
2
5
H
午
後
1
時
ー
4

寺

＂ 
▽
会
場
11
ふ
る
さ
と
閲
物
館

▽
対
象
11
小
学
校
3
年
生
以

L
※
小

学
生
は
保
談
者
が
同
伴
を

▽
定
貝
1120
人

（
先
着
順）

▽
持
ち
物
11
座
布
団
、
は
さ
み
※
動

き
や
す
く
汚
れ
て
も
良
い
服
装
で
参

加
を

▽
巾
込
み

1111
月
15
日
午
前
9
時
か

ら
屯
話
で
ふ
る
さ
と
博
物
館

(6583• 

• 

5
1
0
0
)

へ

■グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
語
り
合
い
の
場

「
自
由
な
生
き
方
を
め
ざ
し
て
講
座
」

心
に
暴
力
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る

人
は
女
性
全
体
の

5
割
を
越
え
、
多

く
の
方
が

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
す
。

一
人
で
問
題
を
捻
え
こ
ま
な
い
で
、

少
し
心
の
窓
を
開
け
る
勇
気
を
持
ち

ま
せ
ん
か
。
自
分
た
ち
の
本
当
の
思

い
を
語
り
あ
う
場
を
作
り
ま
し
た
。

▽
日
程
・
内
容
1112
月
5
日
・・・女性

と
粟
力
／
12
月
1
2
U
・
・
女
ら
し
さ
と

私
／，
12
月
19
日
…
自
由
な
生
き
方
を

め
ざ
し
て

▽
時
間
11
午
後
6
時
30
分
ー
8
時
30

分▽
会
場
11
女
性
セ
ン
タ
ー

▽
講
師
11
和
田
順
子
氏
（
フ
ェ
ミ
ニ

ス
ト
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

■体
験
学
習
会
「
正
月
の
縁
起
物

神
酒
口
を
作
ろ
う
」

講
習
・
学
習
会

▽
定
員
1110
人
程
度

※
保
育
あ
り
。
1
週
間
前
ま
で
に
申

し
込
み
を

▽
巾
込
み
先
11
女
性
参
画
推
進
室

■市
民
自
主
企
画
講
座
「
女
性
起
業

家
を
目
指
す
方
へ
の
Q
&
A
」

女
性
の
様
々
な
分
野
で
の
活
躍
が

見
ら
れ
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
社
会

へ
の
進
出
は
困
難
で
す
。
そ
の
中
に

あ
っ
て
女
性
起
業
家
を
目
指
す
方
の

た
め
の
講
座
で
す
。
今
年
度
第
1
回

は

「共
鋤
事
業
所
あ
い
あ
む
」
が
開

催
し
ま
す
。

▽
日
時
1111
月
26
日
午
後
2
時
＼
4

寺

＂ 
▽
会
場
11
女
性
セ
ン
タ
ー

▽
溝
師
11
大
竹
薫
氏

(
W
W
B
ジ
ャ

パ
ン
代
表
）

※
保
育
あ
り
。

11
月
19
日
ま
で
に
巾

し
込
み
を

▽
問
合
せ
先
11
女
性
参
画
推
進
室

■中
高
年
初
心
者
向
け
「
パ
ソ
コ
ン

教
室
」

▽
日
時
11
①
12
月
6
日
＼
8
日
②
12

月
13
日
S
1
5
日
の
午
後
1
時
S

3
時

▽
会
場
11
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

98
の
基
本

操
作

▽
定
貝
11
各
回
10
人
※
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選

▽
費
用
11
6
千
500
円

▽
申
込
み

1111
月
23
日
（
必
着）

ま

で
に
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

l
p
e
教
室

係

(-T191ー

0
0
1
1
日
野
本
町
2

の
4
の
7
6
5
8
1
.
8
1
7
1
)

へ

■こ
ん
な
に
便
利
！

「
風
呂
敷
っ
て
生
活
の
知
恵
」

一
枚
の
布
の
魅
力
、

「風
呂
敷
」
。

そ
の

L
手
な
使
い
方
と
利
用
法
を
実

技
を
交
え
て
講
習
し
ま
す
。

▽
日
時
1112
月
7
日
午
後
2
時
＼
4

寺i
 

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン

タ
ー

▽
講
師
＂
膝
川
土

一
氏
（
東
京
風
呂

敷
振
興
会
）

▽
定
員
1140
人
（
先
芯
順
）

※
2
歳
児
以
上
の
保
育
あ
り
。

11
月

28
日
ま
で
に
申
し
込
み
を

▽
持
ち
物
11
風
呂
敷

▽
申
込
み
先
11
生
活
課

(
6
5
8
1
.
4

1
1
2
)
 

■マ
リ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
氏
講
演

会

S
子
育
て
奮
闘
中
の
お
母
様
方
へ

少
子
化
や
核
家
族
化
が
進
行
す
る

中
、
子
育
て
の
環
境
が
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
こ
の
講
演
会
で
は、

マ
リ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
氏
（
写
真
）

が
「
”
生
き
る
力
“
を
育
て
る
家
庭
」

を
テ
ー
マ
に
、
家
庭
の
役
割
、
子
育

て
の
在
り
方
や
楽
し
み
に
つ
い
て
講

演
し
ま
す
。

▽
H
時
1112
月
7
日
午
前
10
時
10
分

S
1
1
時
40分

▽
会
場
11
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▽
定
貝
1
1
1
千
人
（
先
着
順
。
申
し

込
み
不
要
、

直
接
会
場

へ）

▽
間
合
せ
先

11
市
内
各
私
立
幼
稚

園
／
市
総
務
部
庶
務
課

■都
民
カ
レ
ッ
ジ
受
講
生
募
集

▽
日
程
1
1
1
月
8
日
S

3
月
23
日

▽
会
場
11
都
立
大
キ
ャ
ン
パ
ス
（
京

じ
線
南
大
沢
駅
前
）

▽
内
容
11

「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
を
読

む
」
、
「
歴
史
に
名
を
残
し
た
中
国
の

女
性
た
ち
」
ほ
か

39
科
目
開
講
予
定

▽
対
象
11
都
内
在
住
・
在
勤
の

18
歳

以
上
の
社
会
人

▽
申
込
期
間
1111
月
21
日
ー
12
月
15

日
※
詳
細
は
市
役
所
5
階
生
涯
学
習

課
に
あ
る
募
集
要
項
を
参
照

▽
間
合
せ
先
11
都
民
カ
レ

ッ
ジ

(6

7
 

0
4
2
6
.
7
.
1
2
3
2
)
 

■碗
代
美
術
を
楽
し
む

S
抽
象
化
の

技
法
を
体
験

現
代
美
術
は
難
解
と
思
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。
前
回
は
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ

て
作
品
鑑
賞
し、

現
代
美
術
へ
の
理

解
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
今
回
は

解
説
と
合
わ
せ
て
小
作
品
を
制
作

し、

楽
し
み
な
が
ら
現
代
美
術
を
体

験
し
ま
す
。

詈
口
程
・
内
容
1111
月
30
日
…
具
象

か
ら
抽
象
へ
＼
現
代
美
術
の
甚
礎
／

12
月
7
日
…
線
の
自
律
性
に
つ
い
て

S
具
体
的
な
線
の
効
用
か
ら
抽
象
化

へ
／
12
月
14
日
…
線
と
色
の
再
構
築

/
12
月
21
日
・
・
作
品
と
し
て
の
表
現

▽
時
間
11
午
後
2
時
S
4
時

▽
会
場
11
中
央
公
民
館

▽
講
師
11
加
藤
健
二
氏
（
武
蔵
野
美

術
大
学
講
師）

▽
対
象
11
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
30
人
（
先
着
順）

▽
持
ち
物
11
ス
ケ

ッ
チ
ブ
ッ
ク
、
筆

記
用
具
、
水
彩
絵
具
な
ど

▽
申
込
み
先
11
中
央
公
民
館

(6581

•7580) 
■公
民
館
映
画
会
「
秋
刀
魚
の
味
」

平
山
は
早
く
妻
を
亡
く
し
、
娘
と

次
男
の
三
人
暮
ら
し
。
娘
は
結
婚
適

齢
期
、
そ
ろ
そ
ろ
嫁
が
せ
な
け
れ
ば

と
思

っ
て
い
る
の
だ
が
平
山
の
心
は

複
雑
だ
…
。
小
律
安
二
郎
監
督
の
遺

作
と
な
っ
た
作
品
。
家
族
を
思
い
や

る
心
が
美
し
く
、
嫁
が
せ
た
父
親
の

孤
独
感
が
胸
を
締
め
付
け
る
。

▽
日
時
1111
月
25
日
午
前
10
時
か
ら

と
午
後
2
時
か
ら
の

2
回
上
映

▽
会
場
11
中
央
公
民
館

▽
出
演
11
笠
智
衆
、
岩
下
志
麻
、
佐
田

啓
二
、
岡
田
茉
莉
子
、
杉
村
春
子
ほ
か

▽
定
員
11
各
回
60
人

▽
申
込
み
先
11
中
央
公
民
館

(6581

•7580) 
■自
然
観
察
会

「
実
り
の
秋
と
紅
葉
を
楽
し
む
」

紅
築
深
ま
る
多
摩
丘
陵
の
尾
根
に

沿
っ
て
、
南
平
丘
陵
公
園
か
ら
多
摩

テ
ッ
ク
方
面
に
至
る
散
策
路
を
歩
き

ま
す
。
好
天
時
に
は
、
奥
多
摩
・
秩

父
の
雄
大
な
山
並
み
も
期
待
出
来
ま

す
。
ま
た
、
歩
き
出
す
前
に
公
園
内

で
ド
ン
グ
リ
に
親
し
む
観
察
も
行
い

ま
す
。

言
口
程
1111
月
25
日
※
午
前
10
時
に

南
平
丘
陵
公
園
管
理
棟
前
集
合
。
正

午
解
散
予
定
。
雨
天
中
止
。
解
散
場

所
近
く
に

「
多
摩
テ
ッ
ク
・
温
泉
入

ロ
」
バ
ス
停
あ
り

▽
講
師
11
東
東
都
み
ど
り
の
推
進
委

員
日
野
地
区
会

▽
持
ち
物
11
雨
具
、
飲
み
物
※
ハ
イ

キ
ン
グ
に
適
す
る
服
装
で

▽
問
合
せ
先
11
緑
と
清
流
課
緑
政
係

■講
習
会
「
正
月
の
寄
せ
植
え
」

松
、
竹
、
梅
、
ナ
ン
テ
ン
な
ど
を

使

っ
た
正
月
の
寄
せ
植
え
を
作
り
ま

す
。

▽
日
程
1112
月
4
日

▽
時
間
11
①
午
前
10
時
S
1
1
時
30
分

②
午
後
2
時
S

3
時
30
分

▽
会
場
11
国
日
野
市
環
境
緑
化
協
会

（
日
野
中
央
公
園
南
側
）

▽
定
貝
11
各
回
25
人
※
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選

▽
費
用
1
1
3
千
円
（
材
料
費
）

▽
申
込
み

1111
月
24
日
（
必
着
）
ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏

面
に
溝
習
会
名
（
午
前
か
午
後
の
ど

ち
ら
か
を
併
記
）
、
住
所
、
氏
名
、

電

話
番
号
を
、
返
信
用
表
面
に
住
所
、

氏
名
を
記
入
し
、
圏
日
野
市
環
境
緑

化
協
会

(
〒
1
9
1
1
0
0
1
6
神
明
2

の
13
の
1
6
5
8
5
.
4
7
4
0
)

へ

■さ
わ
や
か
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
「
多
摩

川
の
す
す
き
の
と
広
大
な
パ
ノ
ラ
マ

を
感
じ
て
歩
こ
う
」

長
い
距
離
も
み
ん
な
で
歩
け
ば
辛

く
な
い
！
ど
な
た
で
も
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▽
8
時
1112
月
3
日
午
前
9
時
出
発

※
雨
天
実
施

▽
集
合
11
午
前
8
時
30
分
S
9
時
に

市
民
の
森
ス
ポ
ー
ツ
公
園
噴
水
広
場

▽
コ
ー
ス

11
市
民
の
森
ス
ポ
ー
ツ
公

園
S
立
日
橋
S
多
摩
大
橋
S
拝
島
橋

手
前

S
市
民
の
森
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の

■保
育
園
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

▽

H
時
1111
月
1
7
H
午
前
10
時
S
l
l

寺

＂ 
▽
会
場
11
た
ま
だ
い
ら
保
育
園

▽
内
容
1111
月
の
誕
生
会
（
人
形
劇

な
ど
）
、

身
長

・
体
重
の
計
測

▽
対
象
11
未
就
学
児
と
保
護
者

▽
問
合
せ
先
11
た
ま
だ
い
ら
保
育
園

(
6
5
8
1
.
0
0
0
4
)
 

■保
育
園
で
の
生
活
を
一
緒
に
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か

▽
日
時
1111
月
27
日
S
1
2
月
1
日
午

前
9
時
30
分
＼
11
時
30
分

▽
対
象
11
平
成
11
年
4
月
1
日
以
前

に
生
ま
れ
た
未
就
学
児
と
保
設
者

▽
定
員
1
1
1
日
2
組
※
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選

▽
申
込
み

1111
月
1
7
H
ま
で
の
午
前

9
時
30
分
＼
正
午
に
と
よ
だ
促
育
園

(
6
5
8
1
.
3
4
5
1
)

へ

■市
民
遠
元
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

「
ボ
ロ
は
、
こ
う
し
て
再
利
用
」

ひ
の
市
民
lJ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ

「
回
転
市
場
」
で
は
、

暮
ら
し
を
見

直
し
、
ご
み
減
量
を
す
る
た
め
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
不
用
に
な
っ
た

衣
料
の
提
供
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ

の
衣
料
が
ど
の
よ
う
に
再
利
用
さ
れ

て
い
る
の
か
、
工
場
見
学
を
し
ま
す
。

1
周
約
14キ
ロ

▽
費
用
11300
円
（
当
H
徴
収
）

※
当
日
集
合
場
所
で
の
申
し
込
み
も

可
。
以
前
参
加
さ
れ
て
、
参
歩
証
を

お
持
ち
の
方
は
持
参
を

▽
申
込
み
先
11
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

■中
学
校
体
育
施
設
開
放
12
月
利
用

分
抽
選
会

▽
日
程
1111
月
20
日

▽
区
分
・
時
間
11
①
体
育
館
…
午
後

2
時
②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
…
3
時
③
校

庭・・・
4
時

▽
会
場
11
市
役
所
5
階
505
会
議
室

▽
参
加
資
格
11
学
校
体
育
施
股
開
放

利
用
団
体
登
録
証
を
持
参
し
た
方
※

中
学
生
以
下
は
不
可

▽
問
合
せ
先
11
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

▽
日
程
11
①

n月
21
日
②
11
月
27
日

▽
集
合
1121
日
午
前
7
時
4
5
分
、
27

日
午
前
8
時
30
分
…
ス
ー
パ

ー
お
お

た
高
幡
不
動
店
前
／
21
日
午
前
8

時、

27
日
午
前
8
時
4
5
分
…
日
野
駅

バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
前

▽
見
学
先
11
秦
野
市
内
※
午
後
4
時

帰
着
予
定

▽
定
貝
11
各
回
24
人
（
先
着
順）

※
昼
食
は
各
白
負
担

▽
申
込
み
先
11
同
シ
ョ
ッ
プ
多
摩
平

店

(
6
5
8
7
.
8
7
0
7
)

■ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
＆
着
物
フ
ェ
ア

中
古
衣
料
の
ほ
か
、
石
け
ん
製
品
、

地
元
野
菜
の
販
売
や
雑
貨
市
も
出
店

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ

さ
い
。
な
お
、

買
い
物
袋
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1112
月
2
B
午
前
11
時
＼
午

後
2
時
※
当
H
は
終
了
後
閉
店

▽
会
場

11
ひ
の
市
民
リ
サ
イ
ク
ル
シ

ョ
ッ
プ
「回
転
市
場
」
多
摩
平
店
（
多

靡
平
4
の
10
中
央
マ
ー
ケ
ッ

ト
内
。

車
で
の
ご
来
店
は
ご
遠
慮
を
）

詞
合
せ
先

11
同
シ
ョ
ッ
プ
多
摩
平

店
(6
5
8
7
.
8
7
0
7
)

■
「
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
パ
ネ
ル
展

と
ポ
ー
ル
・
牧
氏
の
講
演

▽
日
程
・
内
容
1111
月
24
日
・

2
5
H

…
青
少
年
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
パ
ネ

ル
展
／
11
月
25
日
・
・
・
映
画
上
映
「
ハ

ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
＼
命
輝
く
と

き
」
と
ポ
ー
ル
・
牧
氏
の
講
演
「
生

き
る
た
め
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

▽
会
場

11
束
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
千
代
田
区
）

▽
定
貝
1
1
1
千
200
人
（
先
着
順）

▽
問
合
せ
先
11
束
京
法
務
局
人
権
擁

胃禍誡邁胃
椙民名圃サロンシリーズ

～春風にのせて～
3 /16（金）午後 7時開演

h

H
硯

ィ

0

0

デ

0

0
料

ソ

0

5
予

5

7

5

L
輻は

か

ト

ロ

H問

般

下

矧

ル

ほ
ー方

J

以
頸

生
哨

コ

人

学
よ

ン

の

巨

め

r_

待中，

ャリ

鯰

番

一

前

溢

―

町

麟

臼

ャ

ロ

ラ

曲

席

氾

目
チ
ェ
一
響

全

月

曲
ハ
仔
マ
交

12

謹
部

(6
0
3
・
3
2
1
4
.
6
6
9

6
)
／
市
市
長
公
室
市
民
相
談
担
当

(
6
5
8
5
.
2
0
0
0
)
 

■ひ
の
21
世
紀
み
ら
い
塾
の
活
用
を

市
民
の
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
の
手

助
け
を
す
る
「
ひ
の

21
世
紀
み
ら
い

塾」

に
は

181
の
講
座
が
あ
り
ま
す
。

特
に
市
民
の
方
に
よ
る
登
録
講
座
に

は
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
が
盛
り
沢
山
。

地
域
や
学
校
の
勉
強
会
な
ど
に
ご
活

用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
を
。

▽
問
合
せ
先
11
生
涯
学
習
課

■東
京
都
公
民
館
研
究
大
会
「
21
世

紀
は
ば
た
＜
公
民
館

S
活
か
そ
う
市

民
の
力
」

▽
日
時
1
1
1
月
21
H
午
前
10
時
か
ら

▽
会
場
11
閃
戸
公
民
館
（
多
摩
市
）

ほ
か

▽
内
容

11
課
題
別
集
会
ほ
か

▽
費
用
1
1
1
千
500
円
（
資
料
代
ほ
か
。

申
し
込
み
時
に
徴
収
）

▽
申
込
み

1111
月
30
日
ま
で
に
中
央

公
民
館

(
6
5
8
1
.
7
5
8
0
)

へ

、ttw
雑

■パ
ー
ト
セ
＿

l-
ナ
ー
＆
相
談
会

▽
日
程
・
内
容
1111
月
29
日
・
・
・
セ
ミ

ナ
ー
「
わ
か
り
や
す
い
パ
ー
ト
雇
用

管
理
と
ト
ラ
ブ
ル
防
止
」
、
相
談
会

/
11
月
30
日
・
・
・
セ
ミ
ナ
ー
「
知
ら
な

い
と
損
す
る
社
会
保
険
と
税
金
の
し

く
み
」
、
相
談
会

▽
時
間

11
セ
ミ
ナ
ー
…
午
後
1
時
30

分
S

3
時
30
分
／
相
談
会
…
午
後
2

時

30
分
S
4
時

30
分

▽
申
込
み
先

11
東
京
都
八
王
子
労
政

事
務
所

(
6
0
4
2
6
.
4
3
.
0
2

7
8
)
 

ヽ

•. I 

)'-、

゜

指揮
沼尻竜真

チェロ
長谷川陽子

~．一

演奏

東京フィlV

ハーモニー
交響楽団

ともに手をとりやすらぎのあるまちに 一—

ー

，
 

＇ 

I

I

 9

,

‘` 



広報平成12年 2000
第1003号

11/15 ■毎月1日・15日発行 ■発行／日野市 ■編集／企画部市長公室
〒191-8686東京都日野市神明1-l 2-l 
TEL.042-585-111 l（代） FAX.042-581-2516
ホームページ http://www.hinocatv.ne.jpF hinocity / 
Eメール hinocity@mail.hinocatv.ne.jp 

o: 
日野市の人口 ※世帯敷は外国人世帯を除く ． 

;;：：̀;|；［：;Ì：: I:f:: E 
▽
市
民
自
治
功
労
11
阿
川
幸
蔵
（
元
実

践
南
自
治
会
役
員
・
多
摩
平
在
住
）
／
志

村
昭
二
（
横
町
自
治
会
役
員
・
新
町
在

住）▽
防
災
功
労
11
岸
野
國
男
（
元
日
野
市

消
防
団
員
・
川
辺
堀
之
内
在
住
）

／
馬

場

一
衛
（
元
日
野
市
消
防
団
員
・
日
野

本
町
在
住
）

▽
交
通
安
全
功
労
11
神
田
保
（
交
通
安

全
協
会
役
員
・
多
摩
平
在
住
）

▽
社
会
福
祉
功
労
11
吉
原
久
美
子
（
保

育
園
保
育
士
・
下
田
在
住
）

／
佐
藤
郁

夫
（
社
会
福
祉
委
員
・
百
草
在
住
）

／

馬
場
三
榮
子
（
保
護
司
・
東
平
山
在
住
）

／
下
田
キ
ヌ
（
日
野
市
赤
十
字
奉
仕
団

員
・
高
幡
在
住
）

／
天
野
ヒ
ロ
子
（
日

野
市
赤
十
字
奉
仕
団
員
・
栄
町
在
住
）

／
木
藤
篠
女
（
日
野
市
赤
十
字
奉
仕
団

員
・
日
野
台
在
住
）

▽
保
健
衛
生
功
労
11
長
谷
川
淳
（
学
校

歯
科
医
・多
摩
平
在
住
）
／
演
貝
晃
（
学

校
医
・
日
野
在
住
）

▽
環
境
保
全
功
労
11
堀
辺
汎
（
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
地
元
環
境
対
策
委
員
会
委

員

・
石
田
在
住
）

▽
社
会
教
育
功
労
11
下
村
按
理
（
元
多

摩
平
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
代
表
・
多
摩
平
在

住）

／
松
島
敏
夫
（
日
野
市
軟
式
野
球

連
盟
役
員

・
日
野
在
住
）

／
阿
部
義
明

（
日
野
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
役
員
・

程
久
保
在
住
）

／
葛
野
フ
ミ
（
い
に
し

え
体
操
会
役
員
・
多
摩
平
在
住
）

▽
文
化
事
業
功
労
11
畠
山
キ
ミ
ェ
（
元

日
野
市
茶
道
連
盟
役
員
・
栄
町
在
住
）

▽
青
少
年
育
成
功
労
11
山
下
和
子
（
地

域
少
年
剣
道
の
指
導
者
と
し
て
青
少
年

功
労
者
3
1
人
を
よ
彰

12月
から

●日野駅周辺駐輪場

胃
日野駅
北駐輪場

国
民
健
康
保
険
税
（
第
3
期）

納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
替
の
こ
利
用
を

r
,

i

り

賣

り

息

り

｀

！

｀

§

i
i

！

り

i

り

胄

り

日

り

｀

・
り

~員

i

麟
の
犀
史
と
民
伯

安
田
銀
行
員
で
あ
っ
た

加

〈ふ
る
さ
と
人
物
誌
⑧
〉

市
で
生
ま
れ
る
。
相
次

去
に
伴
い
、
妹
弟
と
別

一

詩
人
田
中
冬
二
と
H
野
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「
中
央
線
の
下
り
電
車
が
、
多
摩
方
の
叔
父
安
田
善
助
（

一

川
の
鉄
橋
を
渡
る
と
日
野
だ
。

始
者
善
次
郎
の
お
い
）
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急
に
ク
ー
ル
な
も
の
を
感
じ
ほ
っ
と
る
。
明
治
41
年
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中
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日
野
駅
か
ら
次
の
豊
田
駅
ま
で
の
沿
は
安
田
系
の
第
一二
銀
行

i

線
の
両
側
は
桑
畑
と
麦
畑
で
あ
っ
た

一

が
、
今
は
宅
地
造
成
に
カ
ラ
フ
ル
の

i

屋
根
の
集
落
で
あ
る
。
」

こ
れ
は
昭
和
48
年
市
制
施
行
10
周

が

年
記
念
誌
『
私
た
ち
の
ま
ち

8
野
』
に

仰

掲
載
さ
れ
た
詩
人
田
中
冬
二
の
「

B

威

野
」
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。
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」
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日
野
駅
周
辺
に
、
新
た
に
2
カ
所
の
が
管
理
・
運
営
す
る
有
料
駐

駐
輪
場
と
、
現
在
の
日
野
駅
東
第
3
駐

輪

場

で

す

。

24
時
間
利
用
で

輪
場
を
改
装
し
た
計
3
カ

所

の

駐

輪

場

き

ま

す
。
利
用
方
法
は
定
期

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
こ
の
駐
輪
場
は
、
と

一
時
で
す
。

市
と
閲
自
転
車
駐
車
場
整
備
セ
ン
タ
ー

ま

た

、

こ

れ

に

伴

い

、

日

野
駅
西
第
4
駐
輪
場
及
び
臨

時
駐
輪
場
は
、
区
画
整
理
事

業
用
地
返
還
の
た
め
、
閉
鎖

に
な
り
ま
す
。
周
辺
駐
輪
場

（
図
参
照
）
を
お
使
い
く

だ
さ
い

。

▽
使
用
開
始
日
1
1
1
2
月
1
日

▽
名
称

・
規
模
・
料
金
・
場

所
11
別
表
・
図
の
と
お
り

▽
申
込
み
1
1
1
1
月
25
日
出
か

ら
の
午
前
6
時
30
分
S
午
後

8
時
に

3
カ
所
と
も
同
駅
北

駐
輪
場
管
理
室
で
※
先
着
順

▽
問
合
せ
先
11
管
理
課
交
通

安
全
係

〔
こ
み
改
革
Q
&
A
は
5
面
に
掲
載

日野駅周辺に
駐輪場がオープン
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●新設駐輪場料金表

東第2
駐輪場

1, 
駐輪場名

~ 

対象・台数
料金

s-
・t 
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定期（月額） 一時利用
＇9,，!,'，9 』 ;• 

地下・自転車 348台 2,300円 100円

1階・自転車 321台 2,300円
日野駅北駐輪場

2階・自転車 284台 1,800円

屋外・ミニバイク 33台 150円

日野駅北バイク駐輪場 ミニバイク 68台 3,000円

日野駅東第 3駐輪場 自転車 110台 2,000円

の
健
全
育
成
に
貢
献
・
日
野
本
町
在
住
）

／
大
木
征
（
日
野
市
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
連
合
協
議
会
役
貝

・
百
草
在
住
）

／
江
口
壽
（
子
供
相
撲

大
会
世
話
人
会
代
表
・
豊
田
在
住
）

／

斉
藤
信
正
（
黒
川
子
ど
も
会
役
員
・豊
田

在
住
）
／
田
仁
消
（
黒
川
子
ど
も
会
役
員

．
束
豊
田
在
住
）

／
上
原
紀
洋
（
地
域

少
年
野
球
指
導
者
と
し
て
青
少
年
の
健

全
育
成
に
貢
献
•
H

野
台
在
住
）

▽
中
小
企
業
功
労
11
杉
山
賓
（
永
年
に

わ
た
り
企
業
を
経
営
し
、
関
係
団
体
の

役
員
と
し
て
産
業
の
振
興
に
貢
献
•
国

立
市
在
住
）
／

一
ノ
瀬
公
男
（
永
年
に
わ

た
り
企
業
を
経
営
し
、
関
係
団
体
の
役

員
と
し
て
産
業
の
振
興
に
貢
献
・
豊
田

在
住
）
／
堀
内

一
三

（
永
年
に
わ
た
り
企

業
を
経
営
し
、
関
係
団
体
の
役
貝
と
し

て
産
業
の
振
興
に
貢
献
・
東
平
山
在
住
）

／
山
ノ
井
宣
昭
（
永
年
に
わ
た
り
企
業

を
経
営
し
、
関
係
団
体
の
役
員
と
し
て

産
業
の
振
興
に
貢
献
・
高
幡
在
住
）

▽
人
命
救
助
11
稲
田
恵
美
子
（
八
王
子

市
在
住
）

／
有
山
清
（
程
久
保
在
住
）
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▽
問
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